
年次報告書
2022－2023年度

豊橋ロータリークラブ



　目　次

１ 国際ロータリー2022-2023年度　ＲＩテーマ………………………………………………… １

２ 国際ロータリー第2760地区ガバナー方針……………………………………………………… ２

３ 会長報告…………………………………………………………… 池 田 　 至 … ………… ３

４ 地区委員会およびクラブ役員・理事…………………………………………………………… ５

５ 2022-2023年度クラブ委員会構成……………………………………………………………… ６

６ 収支決算及び会計報告…………………………………………………………………………… ７

７ クラブ行事及び会合報告………………………………………………………………………… 10

８ クラブ概況報告…………………………………………………………………………………… 17

９ 事業及び委員会報告

　 9－1	 クラブ戦略… ………………………………………… 池 田 　 至 … ………… 28

　 9－2	 幹　　事… …………………………………………… 三 浦 裕 司 … ………… 29

　 9－3	 会　　計… …………………………………………… 中 村 典 司 … ………… 30

　 9－4	 Ｓ．Ａ．Ａ．… ……………………………………… 松岡真由美　…………… 31

　 9－5	 会長エレクト… ……………………………………… 福 井 　 敬 … ………… 32

　 9－5－1	 会員増強委員会… …………………………………… 伊 藤 恭 三 … ………… 33

　 9－5－3	 会員選考・分類委員会… …………………………… 兼 子 直 久 … ………… 34

　 9－5－4	 ロータリー情報・研修委員会… …………………… 石 川 昌 義 … ………… 35

　 9－6	 クラブ奉仕委員会… ………………………………… 井 川 和 英 … ………… 37

　 9－6－1	 出席委員会… ………………………………………… 福 井 一 裕 … ………… 38

　 9－6－2	 クラブ会報委員会… ………………………………… 疋 田 　 涼 … ………… 39

　 9－6－3	 親睦活動委員会… …………………………………… 深 見 博 士 … ………… 40

　 9－6－4	 雑誌委員会… ………………………………………… 河 村 　 修 … ………… 42

　 9－6－5	 公共イメージ向上委員会… ………………………… 小笠原敏彦　…………… 43

　 9－6－6	 ニコニコ委員会… …………………………………… 村 雲 　 晃 … ………… 44

　 9－6－7	 クラブ運営委員会… ………………………………… 岩 瀬 　 清 … ………… 45

　 9－7	 プログラム委員会… ………………………………… 伊 藤 晴 康 … ………… 46

　 9－8	 職業奉仕委員会… …………………………………… 広 中 　 一 … ………… 48

　 9－9	 社会奉仕委員会… …………………………………… 中 田 昌 宏 … ………… 49

　 9－10	 国際奉仕委員会… …………………………………… 伊 藤 健 一 … ………… 50

　 9－11	 青少年奉仕委員会… ………………………………… 柳 原 　 茂 … ………… 51

　 9－11－1	インターアクト委員会… …………………………… 金 子 幸 義 … ………… 52

　 9－11－2	ローターアクト委員会… …………………………… 小笠原貴洋　…………… 53

　 9－12	 ロータリー財団委員会… …………………………… 松 坂 良 太 … ………… 54

　 9－13	 米山奨学委員会… …………………………………… 西 田 元 彦 … ………… 55

10 松本南ＲＣ・豊橋ＲＣ交歓の歴史……………………………………………………………… 56

11 タイ国との事業・活動の歴史…………………………………………………………………… 58

12 趣味の会報告……………………………………………………………………………………… 59



−1−

１　国際ロータリー　2022-2023年度　ＲＩテーマ

国際ロータリー

2022～2023年度会長

ジェニファーＥ．ジョーンズ

ＲＩテーマ

イマジン　ロータリー
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２　国際ロータリー　第2760地区　ガバナー方針

国際ロータリー

2022-2023年度ガバナー

篭橋美久

地区方針

	

未来を描こう、笑顔でつなごう

～一人一人のチャレンジを力に！　変化に対応できるクラブを目指して～
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９−２　会　計
３　会長報告

＜１年を振り返って＞

　豊橋ロータリークラブの第73代の会長を務めさせていただくという貴重な経験を得たことに、

役員、理事を始め会員並びにご家族の皆様、関係各位に心より感謝申し上げます。

　クラブ計画作成の段階では、次のような活動方針、運営方針を掲げさせていただきました。

＜活動方針＞

１　ＲＩテーマと地区方針の実践に努めます。

２　地域社会に向け、ロータリーの活動、楽しさの情報発信に努めます。

３　会員増強、退会防止に努めます。

４　ベンジャシリＲＣとの友好を深め、地区補助金事業を行います。また、グローバル補助金

事業を遺漏なく遂行していきます。

５　例会、活動においては、会員相互の親睦、研鑽を図り、クラブへの帰属意識がより高まる

よう努めます。

６　ＷＦＦへの参加とポリオ根絶に向け協力します。

７　松本南ＲＣとの交流を図ります。

＜運営方針＞

　この１年間を、みなさんが笑顔となり、幸せを感じてもらえるよう、親睦を深め、奉仕を学び、

実践して、楽しく活動していけるようなクラブ運営を目指したいと思います。

　年度当初、まだまだコロナの影響があり、コロナのことを心配しながらの例会の運営がら始

まりましたが、コロナにより直接の影響を受けることなく、１年を過ごすことができました。

クラブ全体の運営は、幹事に本当にお世話になり、プログラムについては、副幹事（プログラ

ム委員長）の元、各担当委員長が心を砕いての企画をしていただき、感謝しかありません。

　今年度は、地区方針に基づく地域社会への発信として、クラブとして、朝倉川の樹木の剪定

活動や清掃活動に参加し、また、海洋プラスティック問題への関りとして海岸清掃の活動に豊

橋ローターアクトの方々と共に参加いたしました。参加にあたっては、社会奉仕委員長、青少

年奉仕委員長等の皆様により関係各位への調整をしていただきました。海岸清掃では、篭橋が

バナーまで参加していただくことになり、楽しいひと時を過ごせました。

クラブターゲット

「幸せと笑顔の追及。～誰かのために、みんなのために、自「幸せと笑顔の追及。～誰かのために、みんなのために、自分のために～」分のために～」

2022-23年度

豊橋ロータリークラブ

会長　　池田　至
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　11 月にはタイに行き、地区補助金事業、グローバル補助金事業を遂行してまいりました。また、

バンコクのベンジャシリーロータリークラブとの姉妹提携を更新してまいりました。５月には、

ベンジャシリーロータリークラブの皆さんが豊橋に来訪され楽しいひと時を過ごしました。世

界大会メルボルン大会にも参加することができました。これらは、ひとえに国際奉仕委員長の

苦労のおかげと感謝しております。

　コロナの影響で、いろいろと制限がかかっていた運営をできるだけ、コロナ前の状態に戻し

たい意向を幹事に伝え、幹事から調整を行っていただき、酒食の提供を復活することができ、

会員相互の親睦に少しでも役立ったと思いたいです。親睦と奉仕は車の両輪に例えられますが、

年が明けるまではおっかなびっくりでの運営でしたが、幹事、親睦、運営等の各委員会の方々

のおかげで正常な運転に戻せたかと思います。

　今年度は、ＷＷＦにもみんなで参加し語らうことができ、松本南ＲＣの皆様とも交流ができ

ました。バス旅行も多くのご参加をいただきました。親睦やゴルフの会の皆様が調整していた

だいたおかげと感謝いたします。

　また、いつもながら頼りっぱなしの事務局の牧野さんは、１年間お世話になるばかりで心よ

り感謝申し上げます。また、心和むＢＧＭを弾いていただいている平林さん、今年度は、登壇

曲に楽譜のない曲をお願いし大変ご迷惑をお掛けしました。おかげで始まる前に少し気持ちを

高揚させて臨むことができました。ありがとうございました。

　本年度は、コロナの閉塞感を打破したいという気持ちもあり、幸せや笑顔ということをター

ゲットにしました。皆様が本年度ロータリー活動を通じて少しでも幸せな気持ちになり、笑顔

になれたのであれば、幸いです。

　未熟で拙いわたくしに１年間、お付き合いいただき、本当にありがとうございました。
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４　地区委員会およびクラブ役員・理事

【国際ロータリー第２７６０地区委員会】

パストガバナー　　　石川　和昌

パストガバナー　　　村井總一郎

地区諮問委員会		  委員		 石川　和昌

地区諮問委員会		  委員		 村井總一郎

地区指名委員会		  委員		 村井總一郎

危機管理委員会		  委員		 大塩啓太郎

危機管理委員会		  委員		 髙山　景一

ロータリー財団監査委員会	 副委員長	 佐々木利政

ロータリー奉仕委員会		  副委員長	 佐藤　裕彦

社会奉仕委員会		  委員		 井口　貴嗣

国際奉仕委員会		  委員		 岩瀬　　清

ローターアクト委員会		  委員		 柳原　　茂

インターアクト委員会		  委員長	 大塩啓太郎

ロータリー財団委員会		  委員長	 髙山　景一

補助金委員会		  委員		 久保田充三

米山記念奨学委員会		  委員		 浅倉　伸治

学友委員会		  委員		 髙山　景一

学友委員会		  委員		 大塩啓太郎

ＷＦＦ実行委員会		  副委員長	 佐々木利政

ＷＦＦ実行委員会		  委員		 大塩啓太郎

ＷＦＦ実行委員会		  委員		 髙山　景一

【役員及び理事】

役員・会長	 池田　　至		  理事・職業奉仕委員長	 広中　　一

役員・副会長	 井川　和英		  理事・社会奉仕委員長	 中田　昌宏

役員・幹事	 三浦　裕司		  理事・国際奉仕委員長	 伊藤　健一

理事・副幹事	 伊藤　晴康		  理事・青少年奉仕委員長	 柳原　　茂

役員・会計	 中村　典司		  役員・会長エレクト	 福井　　敬

役員・Ｓ．Ａ．Ａ．	 松岡真由美		  役員・直前会長		  松坂　良太
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５　2022-23年度クラブ委員会構成

会長 池 田 　 至 副会長（クラブ奉仕委員長）井 川 和 英

幹事 三 浦 裕 司 会長エレクト 福 井 　 敬

直前会長 松 坂 良 太

委員会 委員長 副委員長・補佐 委　　　員

クラブ戦略 池田　至 三浦裕司 松坂良太 福井　敬 伊藤晴康 　

会計 中村典司 岡田直樹 　 　 　 　

＜Ｓ .Ａ .Ａ .＞ 松岡真由美 山本光伸 　 　 　 　

ニコニコ 村雲　晃 井上泰弘 (石川和昌 ) 黒谷尚弘 渡部茂久 冨田佳央

高橋豊彦 青木良浩 荒島一実 松井大輔

クラブ運営 岩瀬　清 浅倉伸治 清水良彦 松井大輔 (松尾隆志 ) 池田勝年

井口貴嗣 (小國昌彦 ) 平林邦幸 浦野文博 中村勝彦

笠原元樹 宮本順子 前田英範 豊田正博 長坂正樹

　 近藤　崇 河合珠美 日野恵里加 桃井直人

　 　 　 　 　

(ソンググループ代表・副代表) 山本光伸 福井　敬 神野紀郎 渡部茂久 宮田正人 権田隆実

松井孝悦 川村荒治 佐藤裕彦 久保田充三

< 会長エレクト > 福井　敬 　 　 　 　 　

会員増強 伊藤恭三 山口耕平 縣　政行 牧野　渉 　 　

会員選考・分類 兼子直久 松井和彦 小田公平 神野紀郎 柳原伸行 佐々木利政

Ｒ情報・研修 石川昌義 近藤　眞 山田享司 佐藤裕彦 　

＜クラブ奉仕＞ 井川和英 　 　 　 　 　

出席 福井一裕 (松尾隆志 ) 鈴木邦夫 髙坂彰一 神谷君和 河合勝男

後藤欣也 (牧　眞司 ) 池田勝年 (小國昌彦 )

前田英範 豊田正博 　

クラブ会報 疋田　涼 野寄誠三 清水良彦 松井和彦 長屋麻衣子 山本勘司

中根研一 (小國昌彦 ) 平林邦幸 長坂正樹 近藤　崇

親睦活動 深見博士 山本貴浩 鈴木良昌 内山典弘 瀧﨑裕司 松井大輔

久保田充三 西島　豊 (松尾隆志 ) 池田勝年 平林邦幸

宮本順子 笠原元樹 浦野文博 中村勝彦 前田英範

　 豊田正博 長坂正樹 近藤　崇 河合珠美

　 日野恵里加 桃井直人 　 　

雑誌 河村　修 寺嶋一彦 髙須博久 三木隆治 後藤圭司 浦野文博

公共イメージ向上 小笠原敏彦 山口　進 (横山純夫 ) 村井總一郎 岡村正造 　

＜プログラム＞ 伊藤晴康 大塩啓太郎 　 　 　 　

＜職業奉仕＞ 広中　一 長濱貴彦 紅林友昭 神野吾郎 　 　

＜社会奉仕＞ 中田昌宏 杉田　洋 長屋孝美 権田隆実 山本光伸 山口尚志

＜国際奉仕＞ 伊藤健一 磯村武司 福井恒雄 佐藤脩次 森田通夫 小林大悟

＜青少年奉仕＞ 柳原　茂 IA/RA 委員長 杉江秀介 松井章悟 高橋譲二 　

インターアクト 金子幸義 江﨑雅彰 松井孝悦 植村忠慶 　 　

ローターアクト 小笠原貴洋 西島　豊 青木公貞 柴田宏巳 川村荒治 　

＜ロータリー財団＞ 松坂良太 髙山景一 吉見本弘 石黒　功 (伊藤喜代志) 　

＜米山奨学＞ 西田元彦 宮田正人 花田邦司 竹内清人 (松本孝一 ) 　



度年３２０２-２２０２ 

一般会計 会　計　　　　中村典司

　科　　　　　目 　本年度予算 決算 備　　　　考

　前年度繰越金より繰入 2,000,000 2,062,791

　会費収入 34,800,000 35,050,000 　年会費３００，０００円

　ビジター会費収入 60,000 42,000

　特別会計より繰入 2,000,000 2,000,000

　利息その他収入 10,000 45,116

合　　　　計 38,870,000 39,199,907

　科　　　　　目 　本年度予算 決算 備　　　　考

＜今年度関係支出＞

［事務局関係費］ 7,483,000 6,846,223

　事務室費 660,000 730,479 　借室料、新聞代他

　事務用品費 540,000 235,304 　事務機器リース料他

　通信費 310,000 282,409 　電話料、郵便料、ＦＡＸ他

　印刷費 850,000 600,050 　計画書、報告書他

　人件費 3,993,000 3,875,520 　事務員給与他

　福利厚生費 680,000 657,218

342,564000,054費雑　 　ピアニスト交通費、送金手数料他

［クラブ運営費］ 14,662,450 13,695,479 　

　例会費 11,962,450 11,639,805 　食事代他

　ＩＴ推進費 600,000 492,790 　ＨＰ保守料、Zoom費用他

　その他会合費 700,000 702,904 　理事会、アッセンブリー他

　交際費 200,000 21,100 　慶弔費用他

　地区行事登録料 400,000 327,000 　地区委員長会議登録料

　次年度準備費 800,000 511,880 　予備理事会、予備クラブアッセンブリー他

［クラブ活動費］ 10,170,500 7,718,025

　運営委員会活動費 50,000 26,351

　Ｓ．Ａ．Ａ． 600,000 610,560 　誕生祝い記念品

　ニコニコ 100,000 135,430 　結婚記念祝例会他

　Ｒ情報・研修 550,000 145,540 　家庭集会、インフォメーション他

002,42000,05席出　 　出席１００％記念品

　クラブ会報 1,600,000 1,439,288 　ウィークリー

　クラブ運営 60,000 11,000

　親睦活動 3,750,000 3,250,427 　年末家族会用他

　収支決算及び財産目録

収　入　の　部

支　出　の　部
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６　収支決算及び財産報告



　科　　　　　目 　本年度予算 決算 備　　　　考

　プログラム 400,000 233,270 　卓話者車代他

　公共イメージ向上 100,000 0

　奉仕委員会活動費 100,000 1,240

　職業奉仕 100,000 47,434 　職場見学会他

　社会奉仕 300,000 210,000 　ＴＥＣ活動支援金

　国際奉仕 1,060,500 522,770 　地区補助金事業他

　青少年奉仕 400,000 346,217 　青少年交換学生費用他

　インターアクト 500,000 314,298 　ＩＡＣ活動助成金他

　ローターアクト 450,000 400,000   RAC活動助成金

［分担金・寄付金］ 6,092,680 6,363,705

　分担金 3,312,960 3,346,600 　ＲＩ、地区（資金・事業費・地区大会協力金）他

　購読料 366,720 418,705 　ロータリー誌、ロータリーの友、ガバナー月信他

　Ｒ財団寄付金 1,833,000 2,018,400

　米山記念奨学寄付金 580,000 580,000 　会員数×５，０００円

［予　　備　　費］ 461,370 0

［定期預金(特別事業口)］ 0 3,000,000

　次年度繰越金 0 1,576,475

合　　　計 38,870,000 39,199,907

特別会計

考　　　　備算決算予度年本　目　　　　　科　

　入会金 500,000 300,000 　新会員　　3名分

　特別事業口座より繰入 2,000,000 2,000,000

　一般会計より繰入 0 3,000,000

　ニコニコボックス収入 2,400,000 2,272,178

　　　合　　　　　　計 4,900,000 7,572,178

　科　　　　　目 　本年度予算 決算 備　　　　考

　積立金 500,000 300,000 　新会員　　3名分

　特別事業口①へ繰入 0 3,000,000 　2022-23年度分

　特別事業口②へ繰入 0 2,272,178 　ニコニコＢＯＸ収入分

　一般会計へ繰入 2,000,000 2,000,000

　　　合　　　　　　計 2,500,000 7,572,178

支　出　の　部

収　入　の　部
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１　一般会計 ２０２３年６月３０日現在

）円（　　額金部の産資

現　　　金 　手許有高 35,735

預　　　金 　三菱ＵＦＪ銀行　豊橋支店 067,893金預通普

　豊橋信用金庫　本店営業部 632,164金預通普

　豊橋商工信用組合　本店営業部 690,131金預通普

　三井住友信託銀行　豊橋支店 846,945金預通普

正味財産 1,576,475

２　特別会計
）円（　　額金部の産資

預　　　金 　三菱ＵＦＪ銀行　豊橋支店 定期預金 入会金口 3,800,243

　三菱ＵＦＪ銀行　豊橋支店 定期預金 特別事業口① 16,340,574

　三菱ＵＦＪ銀行　豊橋支店 定期預金 地域支援基金 3,600,113

　豊橋信用金庫　本店営業部 定期預金 （特別事業口一般会計より） 4,553,114

　豊橋商工信用組合　本店営業部 定期預金 特別事業口 4,444,105
50周年余剰金

　豊橋信用金庫　本店営業部 普通預金 特別事業口② 20,882,860

　豊橋信用金庫　本店営業部 普通預金  国際奉仕事業口 693,514

　豊橋信用金庫　本店営業部 普通預金 国際奉仕基金口 1,130,000

正味財産 55,444,523

財　産　目　録

明　　　細

明　　　細

スチール製机、スチール書庫　　１脚　　　　　　　卓上マイク　　　　　１本

スチール製書庫、ロッカー　　　各１個　　　　　　カメラ　　　　　　　１台

パソコン　　　　　　　　　　　１台　　　　　　　ボイスレコーダー　　１台

キャスター付ロッカー　　　　　１個　　　　　　　照明用ＬＥＤライト　３台

写真確認用モニター　　　　　　１台

例会場オンライン配信セット　　１セット

（PC３台、モニター１台、コントローラー１台）

（注）資産管理

事務

例会
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７　クラブ行事及び会合報告

１　地区関係

（１）　ガバナー補佐訪問（2022 年 9 月 29 日）

　　　第２回アッセンブリー　　13：40 ～ 15：10

　　　会長挨拶、ガバナー補佐挨拶、各委員長より事業計画の報告

（２）　ガバナー公式訪問（豊橋北ＲＣ合同）例会（2022 年 10 月 20 日）

　　　ホスト　　　　　　豊橋ＲＣ

　　　会長・幹事懇談会　11：30 ～ 12：10　ホテルアークリッシュ豊橋　グリーンルーム

　　　例会　　　　　　　12：30 ～ 13：30　ホテルアークリッシュ豊橋　ザ・グレイス

２　クラブ関係

（１）　年次総会（2022 年 12 月 1 日）

　　　　次年度理事５名選出、後日理事及び役員の職務分担を決定しました。

　　　　　会　　　　　長（役員）	 福 井 　 敬

　　　　　副　　会　　長（役員）	 松 井 和 彦

　　　　　幹　　　　　事（役員）	 伊 藤 晴 康

　　　　　副　　幹　　事（理事）	 青 木 良 浩

　　　　　Ｓ.　Ａ .　Ａ .（役員）	 岩 瀬 　 清

　　　　　会　　　　　計（役員）	 浅 倉 伸 治

　　　　　職業奉仕担当（理事）	 河 村 　 修

　　　　　社会奉仕担当（理事）	 柳 原 　 茂

　　　　　国際奉仕担当（理事）	 井 上 泰 宏

　　　　　青少年奉仕担当（理事）	 山 口 耕 平

　　　　　会長エレクト（役員）	 紅 林 友 昭

　　　　　直 前 会 長（役員）	 池 田 　 至
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（２）　理　事　会

回 月　日 場　　所 議　　　　　題

予備第１回
2021 年
12 月 2 日

みなと
理事・役員の役職分担について、
新設委員会の設置・理事同格者の承認

予備第２回
2022 年
2 月 17 日

Zoom
委員会委員長構成について、概算予算、
年間プログラム、クラブ計画書について他

予備第３回 3月 17 日 Zoom
会長方針発表、事業計画について、
年間プログラム、クラブ運営について他

予備第４回 4月 14 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラムについて、委員会委員発表、
委員会構成、クラブ運営、事業計画、
予算について他

予備第５回 5月 19 日 ホテルアークリッシュ豊橋
委員会構成、クラブ運営、事業計画、
プログラムについて、予算について他

予備第６回 6月 9日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラムについて、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第１回 7月 7日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第２回 8月 4日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第３回 9月 1日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第４回 10 月 6 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第５回 11 月 17 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第６回 12 月 1 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、年末家族会について、
各委員会事業について他

定例第７回
2023 年
1 月 5 日

ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第８回 2月 2日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会事業について他

定例第９回 3月 2日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
春の家族会について他

臨時理事会 3月 27 日 持ち回り 退会者について、新会員入会について

定例第 10 回 4 月 6 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について

定例第 11 回 5 月 11 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について他

定例第 12 回 6 月 1 日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、例会運営について、
各委員会事業について他
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（３）　クラブ協議会（クラブアッセンブリー）

回 月　日 場　　所 議　　　　　題

予備第１回
2022 年
3 月 31 日

ホテルアークリッシュ豊橋
ＲＩ、地区、クラブテーマについて、
委員会構成、クラブ計画書作成について他

予備第２回 4月 17 日 謝謝
プログラム、クラブ運営について、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

予備第３回 6月 2日 ホテルアークリッシュ豊橋
プログラム、クラブ運営について、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

定例第１回 7月 14 日 ホテルアークリッシュ豊橋
例会運営、プログラムについて、
各委員会より事業計画発表と今後の予定他

定例第２回 9月 29 日 ホテルアークリッシュ豊橋
ガバナー補佐訪問、
各委員会より事業計画発表

定例第３回
2023 年
2 月 9 日

ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告発表と今後の予定他

定例第４回 6月 1日 ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告発表

新旧引継 6月 1日 ホテルアークリッシュ豊橋 各委員会より事業報告、引継ぎ
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回 月　日 テ　　ー　　マ リーダー アドバイザー

第 1回
2022 年
7 月 28 日

クラブ奉仕：
罪と勇気「過去に学び・今を生き・
明日を思い描く」

井川和英
 クラブ奉仕委員長

清水良彦会員

第 2回 9月 15 日 社会年奉仕：
社会奉仕の探求
～多くの人の幸せと笑顔のために～

中田昌宏
 社会奉仕委員長

石黒　功会員

第 3回
2023 年
1 月 26 日

職業奉仕：
事業継承を踏まえ未来の目標に
向けて幸せと笑顔の追求

長濱貴彦
 職業奉仕副委員長

牧野　渉会員

第 4回 3月 9日 国際奉仕： 国際奉仕は農業から
伊藤健一
 国際奉仕委員長

井川和英会員

第 5回 5月 18 日 青少年奉仕：

青少年のためにロータリーに
できること
～コロナ禍を乗り越えて幸せと
　　　　　笑顔のバトンをつなぐ～

柳原　茂
 青少年奉仕委員長

松井章悟会員

（５）　家庭集会

	 詳細はロータリー情報・研修委員会報告を参照

（６）　会員・家族親睦会　（詳細は親睦活動委員会報告を参照）

	 ○年末家族会	 2022 年 12 月 22 日（木）	 小林厚子さん、瀧田亮子さん

	 ○ファミリーデイ	 2023 年 ３月 16 日（木）	 ことより（大岩沙彩さん、上田麻里菜さん）

	 ○春の家族会	 2023 年 ５月 21 日（日）	 三重県（伊賀）

	 ○最終例会	 2023 年 ６月 22 日（木）	 ミックスナッツ

（７）　ＲＩ、地区行事

（４）　クラブフォーラム

　　　　　５回開催（詳細は委員会報告を参照）

行　　事　　名 開　催　日 ホストクラブ 場　　　　所 参加人数

インターアクトクラブ
年次大会

2022 年 7 月 18 日 名古屋瑞穂ＲＣ 名古屋国際会議場 ３名

地　区　大　会
2022年11月12日、

13 日
常滑ＲＣ 愛知県国際展示場他 45 名

ＲＹＬＡセミナー① 2023 年 3 月 12 日 地区 RYLA 委員会 オンライン ４名

インターシティー・
ミーティング

2023 年 3 月 18 日 豊橋北ＲＣ ホテルアークリッシュ豊橋 32 名

ＲＹＬＡセミナー②
2023 年 3 月 25 日、

26 日
地区 RYLA 委員会 豊田市総合野外センター ４名

次年度のための
地区研修・協議会

2023 年 4 月 9 日 名古屋空港ＲＣ 名古屋マリオットアソシアホテル 24 名

Ｗ　Ｆ　Ｆ
2023 年 4 月 15 日、

16 日
地区 WFF 委員会 栄 久屋大通公園 多数

ローターアクト
年次大会

2023 年 4 月 22 日 岡崎ＲＡＣ 岡崎市民会館 ２名

国　際　大　会
2023 年 5 月 27 日

～ 30 日
ＲＩ

メルボルン
（オーストラリア）

３名
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（８）　クラブ関連行事

行　　事　　名 開　催　日 場　　　所 参加人数

会員増強セミナー 2022 年 7 月 6 日 名古屋国際センター ２名

クラブ活性化セミナー 2022 年 7 月 8 日 ウインクあいち ２名

米山奨学生学友合同研修会 2022 年 7 月 16 日 トヨタ博物館 ２名

地区補助金説明会 2022 年 8 月 1 日 セントレイクレノン錦 １名

ロータリー財団セミナー 2022 年 8 月 5 日 名古屋東急ホテル ３名

クラブ職業奉仕委員長会議 2022 年 8 月 29 日 Zoom １名

危機管理セミナー 2022 年 9 月 8 日 Zoom ２名

クラブ国際奉仕委員長会議 2022 年 9 月 21 日 名鉄グランドホテル ２名

クラブ米山奨学委員長会議 2022 年 9 月 22 日 ホテルメルパルク名古屋 １名

ロータリー女性の集い PART Ⅰ 2022 年 10 月 13 日 名鉄グランドホテル １名

カウンセラー研修会 2022 年 10 月 20 日 ホテルメルパルク名古屋 １名

RLI 会長エレクト研修パートⅠ 2022 年 10 月 23 日 ウインクあいち １名

ポリオ根絶チャリティー
ゴルフコンペ

2022 年 10 月 25 日 南山カントリークラブ ８名

クラブ職業奉仕委員長会議 2022 年 10 月 27 日 Zoom １名

朝倉川育水フォーラム
植樹メンテナンス大会

2022 年 11 月 12 日 朝倉川 14 名

クラブ社会奉仕委員長会議 2022 年 11 月 18 日 名鉄グランドホテル ２名

秋季米山奨学生学友合同研修会 2022 年 11 月 19 日 徳川美術館 １名

RLI 会長エレクト研修パートⅡ 2022 年 11 月 27 日 名鉄グランドホテル １名

東三河分区会長幹事会 2022 年 12 月 1 日 ホテルアークリッシュ豊橋 ２名

米山奨学生学友合同忘年会 2022 年 12 月 10 日 ホテルメルパルク名古屋 ２名

RLI 会長エレクト研修パートⅢ 2023 年 1 月 29 日 ウインクあいち １名

国際奉仕委員長会議 2023 年 2 月 8 日 名鉄グランドホテル ３名

ロータリー女性の集い PART Ⅱ 2023 年 2 月 9 日 Zoom １名

Ｒ財団補助金管理セミナー 2023 年 2 月 9 日 名古屋東急ホテル ５名

会長エレクト研修セミナー 2023 年 3 月 5 日 名古屋観光ホテル ２名

東三河分区親睦ゴルフ大会 2023 年 4 月 10 日 東海カントリークラブ ９名

次年度東三河分区会長幹事会 2023 年 5 月 10 日 豊川商工会議所他 ２名

東三河分区会長幹事会 2023 年 6 月 7 日 ホテルアソシア豊橋 ２名

全大会議、地区役員会長懇談会 2023 年 6 月 24 日 名鉄グランドホテル ５名
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（９）例　　会

2022 年 7 月～ 12 月例会プログラム（前半）

月 日 例会数 通算例会数 プログラム 担当委員会 スピーカー 行事

7

7 1 3503 会長・幹事・副会長・S.A.A.・会計挨拶 理事会 池田　至会長他

14 2 3504 奉仕委員長・副幹事挨拶 理事会 広中　一委員長他

21 3 3505 ローターアクトアワー ローターアクト 小笠原貴洋委員長他

28 4 3506 クラブ・フォーラム「クラブ奉仕」 Ｒ情報・
クラブ奉仕

リーダー
井川和英委員長

8

4 5 3507 私が見た豊橋ＲＣ創立 プログラム 佐藤脩次会員 ＊会員増強・新クラブ結成
　推進月間

11 　 　 休会 　 　 8/10 創立記念日

18 6 3508 豊橋 RC の魅力発信！ 
女性目線で豊橋 RC を知ろう

会員増強 宮本順子会員
松岡真由美会員

　

25 7 3509 インターアクトアワー インターアクト 金子幸義委員長他 　

9

1 8 3510 ロータリーの友月間にちなんで 雑誌 尾本和弘氏 ＊基本的教育と識字率向上
　月間

8 9 3511 幸福学（ウェルビーイング）×社会奉仕 社会奉仕 浦谷裕樹氏 ＊ロータリーの友月間　

15 10 3512 クラブ・フォーラム「社会奉仕」（夜間） R情報・
社会奉仕

中田昌宏委員長 　
　

22 　 　 休会 　 　

29 11 3513 ガバナー補佐訪問 理事会 山内有恒ガバナー補佐

10

6 12 3514 イニシエーションスピーチ プログラム 平林邦幸会員
笠原元樹会員
宮本順子会員

＊米山月間

13 13 3515 モノを通して戦争を語る プログラム 伊藤厚史氏 ＊経済と地域社会の発展
　月間

20 14 3516 ガバナー公式訪問（豊橋北 RC と合同） 理事会 篭橋美久ガバナー

27 15 3517 米山奨学生紹介 米山奨学 ブレンテグシ・エンフバ
ヤスガラン君

　
　

11

3 　 　 休会 　 　 ＊ロータリー財団月間

10 16 3518 結婚記念祝例会 ニコニコ 高木愛子さん
山口亜希子さん

地区大会（11/12,13
愛知県国際展示場他）

17 17 3519 財団補助金の活用について ロータリー財団 久保田充三会員他

24 18 3520 ＴＥＣ報告会＜ＲＣＣ＞（夜間） 社会奉仕 中田昌宏委員長 世界インターアクト週間
（11 月 5 日を含む 1週間）

12

1 19 3521 年次総会、 
卓話「疾病予防と治療月間にちなんで」

理事会・
プログラム

後藤勝正氏 ＊疾病予防と治療月間

8 20 3522 ラックペンディング村訪問報告会 国際奉仕 伊藤健一委員長他

15 21 3523 2023 年のマーケット展望 プログラム 倉持靖彦氏

22 22 3524 年末家族会（夜間） 親睦活動 小林厚子さん
瀧田亮子さん

29 　 　 休会 　 　
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2023 年 1 月～ 6月例会プログラム（前半）

月 日 例会数 通算例会数 プログラム 担当委員会 スピーカー 行事

1

5 23 3525 新春特別例会 理事会・
プログラム

田中旭泉氏 ＊職業奉仕月間

12 24 3526 年男放談会① プログラム 村井總一郎会員
鈴木良昌会員

19 25 3527 幸せと笑顔の追求、新たな「つながり」 
を求めて

プログラム 石黒　功会員

26 26 3528 クラブ・フォーラム「職業奉仕」（夜間） R情報・
職業奉仕

リーダー
長濱貴彦副委員長

2

2 27 3529 年男放談会② プログラム 高橋豊彦会員
青木良浩会員

＊平和と紛争予防／紛争
　解決月間

9 28 3530 知と汗と涙の近代流コミュニケーション
戦略

プログラム 世耕石弘氏

16 29 3531 インターアクト卒業生を送る会 インターアクト 金子幸義委員長他 ロータリー創立記念日
（1905 年 2 月 23 日）

23 休会 世界理解と平和の日
（2/23）

3

2 30 3532 日本の農業での国際奉仕について 国際奉仕 上村光太郎氏 ＊水と衛生月間

9 31 3533 クラブ・フォーラム「国際奉仕」（夜間） R情報・
職業奉仕

リーダー
伊藤健一委員長

16 32 3534 ファミリーデイ 親睦活動 大岩沙彩さん 
上田麻里菜さん

東三河分区 IM
（3/18 豊橋北 RC）

23 33 3535 地区出向者報告 プログラム 佐々木利政会員
浅倉伸治会員
岩瀬清会員
井口貴嗣会員
久保田充三会員

　

　

30 34 3536 イニシエーションスピーチ プログラム 浦野文博会員
近藤　崇会員

　

　

4

6 35 3537 豊橋市の広報活動について 公共イメージ
向上

藤江大光氏 ＊母子の健康月間

13 36 3538 幸せな人生を歩む８つの階段 プログラム 中島美奈子さん 地区研修・協議会
（4/9）

20 37 3539 豊橋クラブの伝統と変わりゆくロータリー Ｒ情報・研修 青木公貞会員 
佐藤裕彦会員

　

　

27 38 3540 豊橋技術科学大学ロボコンについて プログラム 佐野滋則氏

5

4 　 　 休会 　 　 ＊青少年奉仕月間

11 39 3541 表浜海岸清掃について 
～ BLUE WALK の活動～

青少年奉仕 磯谷直人氏

18 40 3542 クラブ・フォーラム「青少年奉仕」 R情報・
青少年奉仕

柳原　茂委員長他

25 　 　 休会 　 　 5/27 ～ 31　国際大会
メルボルン（オーストラリア）

6

1 41 3543 イニシエーションスピーチ プログラム 井上泰宏会員
豊田正博会員
前田英範会員

＊ロータリー親睦活動月間
　

5 42 3544 地域に劇場がある意味とその役割 プログラム 矢作勝義氏

15 43 3545 歯科医療から社会問題を考える プログラム 疋田　涼会員

22 44 3546 最終例会、会員懇親会（夜間） 理事会・
親睦活動

池田　至会長他

29 　 　 休会 　 　
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８　クラブ概況報告



 

7  

        (6/30) 

50 51     28  

51 52   31 

52 53   38 

53 54   38 

54 55   43 

55 56   46 

56 57    45 

57 58    46 

58 59   52 

59 60    51 

60 61    52 

61 62   57 

62 63   61 

63 64   63 

64 65    65 

65 66    66 

66 67    68 

67 68   75 

68 69   79 

69 70    83 

70 71   87 

71 72   96 

72 73    94 

73 74    98 

74 75    102 

75 76   102 

76 77   103 

77 78    104 

78 79    105 

79 80   110 

80 81   113 

81 82   116 

82 83    117 

83 84   121 

84 85    122 

85 86   123 

86 87   124 

87 88   126 

88 89   124 

89 90    126 

90 91    128 

91 92   128 
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        (6/30) 

92 93   131 

93 94   131 

94 95   130 

95 96    136 

96 97   135 

97 98   135 

98 99   129 

99 00   133 

00 01   130 

01 02   121 

02 03   120 

03 04   120 

04 05   114 

05 06   118 

06 07   119 

07 08   117 

08 09   118 

09 10   121 

10 11   120 

11 12    119 

12 13     118 

13 14   116 

14 15    113 

15 16    110 

16 17   109 

17 18    114 

18 19   119 

19 20    114 

20 21    118 

21 22   116 

22 23    111 
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7     (2023 6 30 ) 

(1)   111  100  

 

(2)   

91  2  1.8% 90 86  6  5.4% 85 81  5  4.4% 

80 76  6  5.4% 75 71  14  12.7% 70 66  12  10.8% 

65 61  25  22.4% 60 56  12  10.8% 55 51  14  12.7% 

50 46  11  9.9% 45 40  4  3.6% 40  1  0.9% 

   111  100% 

 94   38   63.8  

 

(3)   

30  28  25.3% 25   7  5.4% 20  19  8.1% 

15  14  12.6% 10  13  11.7%  13  11.7% 

 9  8.1%  16  14.4%  3  2.7 

   111  100% 

 

 

 (4)   

 

 [  ] [  ] [ ] [  ] 

1950.7 1951.6 30 2 28 28 

1951.7 1952.6 5 2 31 3 

1952.7 1953.6 10 3 38 7 

1953.7 1954.6 4 4 38 0 

1954.7 1955.6 9 4 43 5 

1955.7 1956.6 7 4 46 3 

1956.7 1957.6 5 6 45 -1 

1957.7 1958.6 5 4 46 1 

1958.7 1959.6 11 5 52 6 

1959.7 1960.6 3 4 51 -1 

1960.7 1961.6 6 5 52 1 

1961.7 1962.6 7 2 57 5 

1962.7 1963.6 6 2 61 4 

1963.7 1964.6 7 5 63 2 

1964.7 1965.6 3 1 65 2 
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 [  ] [  ] [ ] [  ] 

1965.7 1966.6 12 11 66 1 

1966.7 1967.6 6 4 68 2 

1967.7 1968.6 10 3 75 7 

1968.7 1969.6 10 6 79 4 

1969.7 1970.6 9 5 83 4 

1970.7 1971.6 5 1 87 4 

1971.7 1972.6 8 9 86 -1 

1972.7 1973.6 10 2 94 8 

1973.7 1974.6 9 5 98 4 

1974.7 1975.6 10 6 102 4 

1975.7 1976.6 5 5 102 0 

1976.7 1977.6 8 7 103 1 

1977.7 1978.6 7 6 104 1 

1978.7 1979.6 6 5 105 1 

1979.7 1980.6 9 4 110 5 

1980.7 1981.6 8 5 113 3 

1981.7 1982.6 7 4 116 3 

1982.7 1983.6 10 9 117 1 

1983.7 1984.6 9 5 121 4 

1984.7 1985.6 11 10 122 1 

1985.7 1986.6 7 6 123 1 

1986.7 1987.6 4 3 124 1 

1987.7 1988.6 12 10 126 2 

1988.7 1989.6 10 12 124 -2 

1989.7 1990.6 4 2 126 2 

1990.7 1991.6 14 12 128 2 

1991.7 1992.6 10 10 128 0 

1992.7 1993.6 11 8 131 3 

1993.7 1994.6 9 9 131 0 

1994.7 1995.6 7 8 130 -1 

1995.7 1996.6 16 10 136 6 

1996.7 1997.6 11 12 135 -1 

1997.7 1998.6 6 6 135 0 

1998.7 1999.6 7 13 129 -6 
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 [  ] [  ] [ ] [  ] 

1999.7 2000.6 17 13 133 4 

2000.7 2001.6 6 9 130 -3 

2001.7 2002.6 8 17 121 -9 

2002.7 2003.6 5 6 120 -1 

2003.7 2004.6 7 7 120 0 

2004.7 2005.6 7 13 114 -6 

2005.7 2006.6 11 7 118 4 

2006.7 2007.6 6 5 119 1 

2007.7 2008.6 6 8 117 -2 

2008.7 2009.6 8 7 118 1 

2009.7 2010.6 5 2 121 3 

2010.7 2011.6 7 8 120 -1 

2011.7 2012.6 7 8 119 -1 

2012.7 2013.6 5 6 118 -1 

2013.7 2014.6 4 6 116 -2  

2014.7 2015.6 3 6 113 -3 

2015.7 2016.6 6 9 110 -3 

2016.7 2017.6 6 7 109 -1 

2017.7 2018.6 12 7 114 5 

2018.7 2019.6 12 7 119 5 

2019.7 2020.6 4 9 114 -5 

2020.7 2021.6 13 9 118 4 

2021.7 2022.6 6 8 116 -2 

2022.7 2023.6 3 8 111 -5 
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(9)  
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(7 ) 

 ( )     ( ) ( )  

 ( ) ( )  ( )  

   

 

 

(10)    

 (2021 2022 ) 

    100       100   

7  4  0 88.41  1  4  0 82.88  

8  3  0 83.44  2  3  0 84.73  

9  4  0 83.20  3  5  0 83.37  

10  4  0 82.11  4  4  0 80.22  

11  3  0 80.13  5  2  0 76.74  

12  4  0 82.74  6  4  0 83.38  

 

   82.89  

   74.95  
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 4   5  

         46  
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９−２　会　計

−28−

９−１　クラブ戦略委員会

委 員 長　　　池 田 　 至

副委員長　　　三 浦 裕 司

委　　員　　　松 坂 良 太　　福 井 　 敬　　伊 藤 晴 康

【活動報告】
委員会を３回開催しました。

１．日　　時：令和４年９月１日　　午後３時から

　　場　　所：ホテルアークリッシュ豊橋　４階グリーンルーム

　　出 席 者：池田　至・三浦裕司・松坂良太・福井　敬・伊藤晴康

　　検討事項：①　創立 75 年に向けて

　　　　　　　②　細則改正の検討

　　　　　　　③　ロータリー読本の改定について

　　　　　　　④　社会奉仕プロジェクト（地域貢献）について

　　　　　　　⑤　その他

２．日　　時：令和５年１月 12 日　　午後１時 45 分から

　　出 席 者：池田　至・三浦裕司・松坂良太・福井　敬・伊藤晴康

　　　　　　　（オブザーバー）

　　　　　　　松井章悟・村井總一郎・髙須博久・紅林友昭・青木良浩

　　検討事項：　①　創立 75 年事業について

　　　　　　　　②　会長の選出方法について

　　　　　　　　③　その他

３．日　　時：令和５年５月 11 日　　午後２時 45 分から

　　場　　所：ホテルアークリッシュ豊橋　４階グリーンルーム

　　出 席 者：池田　至・三浦裕司・福井　敬・伊藤晴康

　　検討事項：　①　創立 75 年事業について

　　　　　　　　③　その他

【委員長所感】
　特に結論のようなものは出しませんでしたが、ロータリー読本については、ロータリーにつ

いて種々の本が出版されており、豊橋ロータリーの過去や歴史等に関する部分はコピー対応で

はどうかとの意見が多数を占めました。創立 75 周年事業については、次年度に実行委員会を立

ち上げ進めていくこととしました。
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９−２　会　計９−２　幹　事

幹　　事　　　三 浦 裕 司

【活動報告】
　今年度のスタート当時は相変わらずコロナ流行が顕著で、感染者が続出した８月に

は、例会の発言者が直前に感染したり、濃厚接触者になるなど、例会の実施が危ぶま

れるような緊迫した場面もありました。

　そのような状況下において、コロナ感染状況に応じて、例会場の設営、例会運営形

式などを、臨機応変にシフトしながらしのいでいましたが、10 月あたりからは感染状

況も落ち着きをみせ、その後は脱コロナに向けて、徐々に平常時の例会運営に向かっ

ていきました。

　その結果、松本南ロータリークラブとの親睦ゴルフ、タイ国への海外出張によるベ

ンジャシリロータリークラブ訪問＆チェンライ地区での山岳民族定住化支援活動など、

コロナ流行下で休止されていた活動を再開することができました。

　また、今年度は社会奉仕事業として、あらたに以下のような活動を行いました。

①　朝倉川育水フォーラムの主催する、朝倉川植樹メンテナンス大会への参加。

②　朝倉川育水フォーラムの主催する、朝倉川５３０大会への参加。

③　表浜海岸海洋プラスチック除去活動を豊橋ローターアクトクラブと共催で実施。

　最終的には、一度も例会を休止することなく、予定されたすべての事業をこなすこ

とが出来ました。

【幹事所感】
　新年度が始まってしばらくした頃、すでに豊橋ロータリークラブを退会された、あ

る先輩会員から残暑見舞いと共に以下のような激励のメールをいただきました。

　「さて、豊橋ロータリークラブでは、本年度幹事をお勤めとのこと、ご苦労様です。

小生が現職の時代、歴代幹事会では、先輩幹事から『郵便ポストが高いのも、電信柱

が赤いのも、みんな幹事が悪いのよ』と云われた記憶です。

幹事はあくまでも裏方で、表に出るな。そして、文句を云わずに全責任を負え。とい

う意味だと教えられたものです。

幹事職の一年間は「何事も裏方に徹し、例会運営は万全を期す」ということです。

幹事職を終えて、一年間を振り返ると、きっと学んだことが多いと思いますよ。

年寄りの長話、申し訳ない。」

　豊橋ロータリークラブを愛する方々の暖かいまなざしの中で、充実した一年を過ご

すことができました。

　池田会長はじめ、豊橋ロータリークラブ会員の皆さま、そして卒業された大先輩方に、

こころから感謝申し上げます。
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９−３　会　計

会　　計　　　中 村 典 司

補　　佐　　　岡 田 直 樹

【活動報告】
　本年度のクラブテーマである「幸せと笑顔の追求。～誰かのために、みんなのために、

自分のために～」に則り、クラブ活動 を支援すべく会計を務めてまいりました。予算

を作成するにあたり、年当初からのドル高により為替の著しい変動があり、１ドル 130

円で計算をしてきたのですが、分担金等の決済時にはさらにドル高が進み、思うよう

に予算内には収まりませんでした。各事業については委員長をはじめとした役員の方々

の予算計上と予算執行がしっかりしていたこともあり決算をしたうえで、最終的に当

期余剰資金から周年事業用の特別事業口に 300 万円を支出し、次期繰越金として 150

万円を支出することができました。なお、決算の詳細な報告につきましては、別に掲

載しました「収支決算及び財産報告」 および「財産目録」をご覧ください。

【会計所感】
　本年度は、池田　至会長の「自ら笑顔で楽しくなるような企画」をとの意向があり、

会計としてもコロナ前のように予算組をしなければならないと思い計画を立ててきま

した。本年度は各委員長の積極的な行動力とご協力の下、多くの委員会が事業を予定

通り開催されたことを嬉しく思います。ありがとうございます。コロナの収束に伴い

年度初めから、ホテルの飛沫防止パネルをレンタルすることはなく、1 回の例会の予算

がコロナ禍よりも約 20,000 円ほど少なくすることができたことと、かつパネルがなく

なったことにより同テーブルに座った方とのこれまでの聞きづらい会話も解消されて、

よりよい会員交流がはかれた 1 年になりました。とても多くの笑顔を見ることができ

た 1年であったと思います。

　会長幹事をはじめとする理事・委員長の皆様、会員各位、事務局の牧野さん等のご

協力により、会計としての職務を無事に果たすことができました。ここに感謝申し上

げます。ありがとうございました。
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９−２　会　計９−４　Ｓ．Ａ．Ａ．

Ｓ .Ａ .Ａ .　　　松岡真由美

補　　佐	 山 本 光 伸

【活動報告】
　池田会長のクラブターゲットである「幸せと笑顔の追求」を心掛けて全例会へ出席

しました。

　クラブ運営委員会、ニコニコ委員会、ソングリーダーグループの皆様にも助けられ、

新型コロナ禍の安心、安全な例会になるよう運営を致しました。

【Ｓ．Ａ．Ａ．所感】
「Good meal について」

　新型コロナ禍対応の弁当形式の例会食は、必ずしも会員の皆さまに、ご満足の頂け

るものでなかったと反省致します。例会食の質の向上は次年度以降継続してホテル側

と交渉して行く課題だと考えます。

「Good atmosphere について」

　豊橋クラブの S.A.A. 伝統のコスチュームを着用させて頂きガバナーをお迎えするこ

とができました。まず自分が笑顔で例会へ出席することが大切だと痛感致しました。

「Good speech について」

　理事の一人として近畿大学の世耕石弘先生をお招きし、例会食で近大マグロを召し

上がって頂きました。

　到らぬ点も多々ありましたが、会長、幹事、会員の皆さまのご理解のもと、赤いタ

スキをかけさせて頂いたことに感謝申し上げます。
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９−５　会長エレクト

会長エレクト　　　福 井 　 敬

【活動報告】
　この1年間、次年度会長として理事会運営や諸行事の遂行を学ばせていただきました。

また、下記の３委員会を担当いたしました。

　各委員会の活動内容は、それぞれの委員会報告をご覧ください。

　　会員増強委員会　　　　　　　委員長　　伊藤恭三

　　会員選考・分類委員会　　　　委員長　　兼子直久

　　ロータリー情報・研修委員会　委員長　　石川昌義

【所感】
　この一年間、理事そしてエレクトとして池田会長の行動を学ばせていただきました。

池田会長においては、弁護士という職業からか、理路整然とした理論のもとに決断

し、行動する姿に深く感銘を受け、はたして自分にできるのだろうか、といったプレッ

シャーも多く感じた日々でした。

　私一人では大したことはできませんが、幹事、理事の皆さん、そして会員のお一人

お一人のお力をお借りし、楽しい例会を運営できるよう心がけていきたいと考えます。
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９−２　会　計９−５-１　会員増強委員会

委 員 長　　　伊 藤 恭 三

副委員長　　　山 口 耕 平

委　　員　　　縣 　 政 行　　牧 野 　 渉

【活動報告】
　本年度の会員増強委員会の活動は、前年度からの引き継がれた候補者名簿と、会員

の皆様から頂いた情報や新たな候補者をもとに、会員増強にとりくんできました。

　結果として、３名の新会員を迎えることが出来ました。会員の皆様の協力があった

からだと思います。

【委員長所感】
　本年度の会員増強活動に置きましては、昨年からの新型コロナ感染予防のために、

思うような活動が出来ませんでした。

　今年度、候補者の方にご連絡や会いに生き入会に向けて話を進めていく中、コロナ

過での社業の業績悪化や人手不足による時間が取れないとのお話を頂き、入会を見送

る方や少し待って頂きたいとの内容でした。令和０５年０５月より、新型コロナウイ

ルス感染症の位置づけが変わり行動がしやすくなりましたので、今年度の引継ぎを次

年度の委員長にして情報共有をしていきたいと思います。会員の皆様には、会員の情

報などご協力をして頂き誠に有難う御座います。この場をお借りしてお礼申し上げま

す。
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９−５-２　会員選考・分類委員会

委 員 長　　　兼 子 直 久

副委員長　　　松 井 和 彦

委　　員　　　小 田 公 平　　神 野 紀 郎　　柳 原 伸 行　　佐々木利政

【活動報告】
　幹事より選考の依頼のあったの３名の候補者を会員資格基本方針に沿って選考し、

適格であることを認め、理事会に報告しました。

　職業分類については、特に偏りがないかを照らし合わせました。

【委員長所感】
　会員増強委員会、理事会と協力して、会員候補者の選考を致しました。

　入会された方々のロータリアンとしての今後のご活躍を期待しています。
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９−５-３　ロータリー情報・研修委員会

委 員 長　　　石 川 昌 義

副委員長　　　近 藤 　 眞

委　　員　　　山 田 享 司　　佐 藤 裕 彦

【活動報告】
１．クラブフォーラム (クラブ討論会 )

以下の内容で５回のフォーラムを実施しました。

　第１回　令和４年７月 28 日　クラブ奉仕フォーラム

　　　　　『誰かのために、みんなのために、自分のために』クラブ奉仕の心とは

　　　　　リーダー　　　　井川和英　クラブ奉仕委員長

　　　　　アドバイザー　　清水良彦　会員

　第２回　令和４年９月 15 日　社会奉仕フォーラム

　　　　　「社会奉仕の探究」～多くの人の幸せと笑顔のために～

　　　　　リーダー趣旨説明　　中田昌宏　社会奉仕委員長

　　　　　アドバイザー　　　　石黒　功　会員

　第３回　令和５年１月 26 日　職業奉仕フォーラム

　　　　　「事業継承を踏まえ未来の目標に向けて幸せと笑顔の追求」

　　　　　リーダー　　　　長濱貴彦　職業奉仕副委員長	

　　　　　アドバイザー　　牧野　渉　会員

　第４回　令和５年３月９日　国際奉仕フォーラム

　　　　　「国際奉仕は農業から」

　　　　　リーダー　　　　伊藤健一　国際奉仕委員長

　　　　　アドバイザー　　井川和英　副会長

　第５回　令和５年５月 18 日　青少年奉仕フォーラム

　　　　　「青少年のためにロータリーにできること

　　　　　　　　　～コロナ禍を乗り越えて幸せと笑顔のバトンをつなぐ～」

　　　　　リーダー　　　　柳原　茂　青少年奉仕委員長

　　　　　アドバイザー　　松井章悟　会員
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２．インフォーメション

　第１回　令和４年 12 月 28 日

　　　　　推薦人　　森田通夫 会員

　　　　　入会候補者　　株式会社　Ｋ－エンタープライズ　　河合珠美　氏

　第２回　令和５年４月４日

　　　　　推薦人　　青木公貞 会員

　　　　　入会候補者　　損害保険ジャパン株式会社 愛知東支店　　桃井直人 氏

　　　　　推薦人　　松井和彦 会員

　　　　　入会候補者　　三井住友信託銀行株式会社　　日野恵里加 氏

３．家庭集会

　第１回　令和４年 10 月 27 日　　 会場　みなと

　　　　　池田　至 会長、伊藤健一　国際奉仕委員長、井上泰宏 会員、

　　　　　岩瀬　清 会員、河合勝男 会員、佐々木利政 会員、髙山景一 会員、

　　　　　三浦裕司　幹事、森田通夫　会員、石川昌義 Ｒ・情報研修委員長

４．担当例会

令和５年４月 20 日

「豊橋クラブの伝統と変わりゆくロータリー」というテーマで、２人の会員の方にお話

いただきました。

豊橋クラブの伝統と精神　　　　　青木公貞　会員

肌で感じるロータリーの変化　　　佐藤裕彦　会員

【委員長所感】
　コロナの影響がありましたが、今年度はなんとかフォーラムを 5 回開催することが

できました。それぞれの委員長が興味深いテーマを選んでいただき、スピーカーの方々

もユニークな切り口で意見を述べていただくことができました。充実したフォーラム

にすることができたと思います。

　担当例会は、最近のロータリーの方向性と、豊橋クラブが大切にしてきた伝統的な

価値観との両立をテーマに開催しました。ベテランの会員、最近入られた会員の双方に、

今後のクラブのあるべき姿について考えていただけるよう努めました。

　家庭集会は、コロナの関係で一回しか開催できませんでした。楽しみにされていた

方もいた中、たいへん申し訳ありませんでした。
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９−２　会　計９-６　クラブ奉仕委員会

委 員 長　　　井 川 和 英

【活動報告】
　クラブ会長方針『幸せと笑顔の追求～誰のために、みんなのために、自分のために～』

のもと、関連委員会との連携を図りクラブ奉仕活動に努めて参りました。

　罪と勇気「過去に学び・今を生き・明日を思い描く」アルバート・アインシュタイ

ンから、我々の役割とは、と題し７月 28 日に第１回クラブフォーラムを開催しました。

・石黒　功会員

社会貢献の基本として本業を通じて行うことを大切にし、しっかりとした事業継続の

もと次世代の活力に繋げていく役割

・髙山景一会員

豊橋ロータリークラブのように食事をしながら職業理念等の会話ができることは、と

ても幸せなこと。時としてお酒を飲む機会があればもっと充実していくでしょう。

・伊藤健一会員

いままでの感謝を込め、何か奉仕がしたいと思い豊橋ロータリークラブへの入会を決

めました。クラブの一番好きなところは規律です。

３名の会員から、社会貢献の役割・親睦とコミュニケーションの必要性・自分にとっ

てのロータリーというお話をしていただきました。

・清水良彦アドバイザーから

委員会活動は川でいえば源流、大河を作るには源流をもっと大切に。

人材育成や運用システムの構築、時代に合った必要性としてまとめていただきました。

【委員長所感】
　本年度の活動は前年度に比べ活発となりました。感染症の後遺症としてコミュニケー

ションが図られているとは言い難いところです。しかしながら、各々奥深い知恵・才

覚をお持ちの豊橋ロータリークラブ会員の皆様の力がある限り、笑顔の絶えない例会

の存在を確信いたしました。
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９−６-１　出席委員会

委 員 長　　　福 井 一 裕

副委員長　　　(松尾隆志 )

委　　員　　　鈴 木 邦 夫　　髙 坂 彰 一　　神 谷 君 和　　河 合 勝 男

　　　　　　　後 藤 欣 也　　(牧　眞司 )　　池 田 勝 年　　(小國昌彦 )

　　　　　　　前 田 英 範　　豊 田 正 博

【活動報告】
１．各会員が例会に出席することにより友情や親睦を深め、幸せを感じ笑顔を紡いで

いくことがロータリーの発展につながることを念頭に置き出席率の向上に努めて

きました。

２．例会ごとに出席状況の報告を行い、例会出席及びメーキャップによる出席率向上

に努めました。

３．前年度 100％出席会員の表彰を行わせていただきました。

【委員長所感】
　年度の途中よりコロナの収束と５類移行に伴い Zoom 例会が終了となり皆様が直接例

会でお会いする機会が増えたことは喜ばしいことでした。しかしコロナそのものの性

質は変化なく今後も感染予防には十分留意する必要があると思います。

　委員の皆様にはご自身の担当でご都合が悪くなった場合は他の委員の方にフォロー

していただき、それぞれ自分の担当週の発表を全うしていただきました。

　例会変更、転勤による発表者の欠員の交代等も円滑に行っていただきました。

　皆様１年間どうもありがとうございました。
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９−６-２　クラブ会報委員会

委 員 長　　　疋 田 　 涼

副委員長　　　野 寄 誠 三　　中 根 研 一

委　　員　　　清 水 良 彦　　松 井 和 彦　　長屋麻衣子　　山 本 勘 司  

　　　　　　　(小國昌彦 )　　平 林 邦 幸　　長 坂 正 樹　　近 藤 　 崇

【活動報告】
１．例会風景を的確に捉え、会報誌を通して発信しました。

２．クラブの記録資料として的確に保存することができました。

３．他委員会が必要な記録資料の提供を行うことができました。

４．創立 75 周年事業でのデータの記録を行いました。

【委員長所感】
　クラブ会報委員長として、委員会メンバーや諸先輩方に支えられ１年間活動をする 

ことが出来ましたことに感謝申し上げます。例会が開催されたときは、委員会メンバー

のみなで責任をもって対応して頂き、円滑に事を進めることが出来ました。情報発信

をするには正確な情報を理解することが重要で、一年間の事業を通じて多く学ばせて

いただきました。充分な情報発信が出来たかどうかわかりませんが、この経験を今後

の活動に活かしていきたいと思います。
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９−６-３　親睦活動委員会

委 員 長　　　深 見 博 士

副委員長　　　山 本 貴 浩　　久保田充三　　宮 本 順 子

委　　員　　　鈴 木 良 昌　　内 山 典 弘　　瀧 﨑 裕 司　　松 井 大 輔

　　　　　　　西 島 　 豊　　(松尾隆志 )　　池 田 勝 年　　平 林 邦 幸

　　　　　　　笠 原 元 樹　　浦 野 文 博　　中 村 勝 彦　　前 田 英 範

　　　　　　　豊 田 正 博　　長 坂 正 樹　　近 藤 　 崇　　河 合 珠 美

　　　　　　　桃 井 直 人　　日野恵里加

【活動報告】
　本年度、会長方針の『幸せと笑顔の追求。～誰かのために、みんなのために、自分

のために～』のターゲットのもと、会員みなさんの笑顔が広がるような各行事を企画

運営し、会員及びご家族の親睦を図り、豊橋ロータリークラブの会員相互の友情をさ

らに深めていく活動をしてまいりました。

１．年末家族会　　　　令和４年 12 月 22 日（木）

「ＯＰＥＲＡ ＤＥ Ｘ‘ｍａｓ Ｎｉｇｈｔ ２０２２」

～至福なひとときを、あなたと共に～

　オペラ歌手　小林厚子氏、ピアニスト　瀧田亮子氏をお招きし、ゆったりとオ

ペラを鑑賞して頂きました。ロータリー会員及びご家族みなさまに「幸せな時間」

を過ごして頂きながら、更なる懇親を深めて頂きました。

２．新春特別例会　　　令和５年１月５日（木）

「迎春　筑前琵琶の調べ」～太平の世に願いを込めて～

　新春特別例会は「迎春　筑前琵琶の調べ」と題して、筑前琵琶奏者　田中旭泉

様をお招きし、コロナ禍も乗り越えつつある新しい年に、今後の太平の世に願い

を込めて、琵琶の音色を、五感を通して楽しんで頂きました。

３．ファミリーデイ　　令和５年３月 16 日（木）

「ＫＯＴＯ×ＶＩＯＬＩＮ　～春薫る、和洋の音色～」

　箏とバイオリン奏者「ことより（ＫＯＴＯ×ＶＩＯＬＩＮ）」をお呼びして、日

本文化と西洋文化を合わせた『和洋の音色の融合』を楽しんで頂きました。春を

迎えつつある季節に、若手アーティストによる新鮮な音色をお聞きいただき、会

員みなさまに、爽やかで幸せな気持ちを感じて頂きました。
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４．春の家族会　　　令和５年５月 21 日（日）

「忍者の里　伊賀上野探訪～歴史とグルメの旅」

　「忍者の里」と呼ばれる伊賀の国を探訪する小旅行を計画しました。「老舗伊勢

之家」にて、伊賀牛会席を頂き、伊賀上野城の高石垣などの見学、伊賀流忍術の

忍者屋敷、忍者ショーをお楽しみ頂きました。

５．最終例会　　　　令和５年６月 22 日（木）

「幸せと笑顔の連鎖　～みんなの笑顔から世界の希望へ～」

　ものまね芸人「ミックスナッツ」をお呼びし、本年度、池田会長のターゲット

「幸せと笑顔の追求。～誰かのために、みんなのために、自分のために～」のもと、

皆さんが面と向き合って交流し、１年を振り返りながら笑顔で楽しく過ごせる時

間としました。

【委員長所感】
　コロナ禍を脱却し、年間を通してコロナ禍以前に行っていた状態ですべての行事を

企画しました。芸能音痴の自分にとって、非常に荷の思い役割であった事、また数年

間行事も途絶えていて資料が乏しい事、また物価上昇などの時代の変化もあり、すべ

ての事業で新しく見直す必要があり大変な作業でした。

　親睦活動委員会は、年間行事も多く内容も多岐にわたることから、より充実した内

容を詰めていく上で、各行事を委員会内で分担して進めていく体制も検討すべきだっ

たと感じております。また、今後も同様の活動を続けていく上では、親睦活動委員会

を二委員会作るなども検討しても良いのではと感じました。
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９−６-４　雑誌委員会

委 員 長　　　河 村 　 修

副委員長　　　寺 嶋 一 彦

委　　員　　　高 須 博 久　　三 木 隆 治　　後 藤 圭 司　　浦 野 文 博

【活動報告】
１．「ロータリーの友」読みどころ紹介

　委員会メンバー６名全員が毎月一回の例会において交代で、「ロータリーの友」読み

どころ紹介を年間で一人２回ずつ行いました。

　各委員は、会員の皆様が「ロータリーの友」に興味と関心を持って貰えるよう、自

身の経験や特徴を活かした発表に努めて頂きました。

２．担当例会（９月１日）

　９月の担当例会では、「ロータリーの友委員会　地区代表委員　尾本和弘氏」に 2023

年１月に創刊 70 周年を迎え、電子ブック化を進める「ロータリーの友」に関して、創

刊の経緯から現在までの歩み等、具体例を交えた解説・紹介をして頂きました。

　会員の皆様が「ロータリーの友」を積極的に愛読・活用して、ロータリーライフを

より一層充実させ、大いに楽しむ事への一助になったかと思います。

【委員長所感】
　雑誌委員長の１年を通して、恥ずかしながらこれまで余り目を通していなかった

「ロータリーの友」を熟読する機会を頂き、更には、「ロータリーの友」創刊 70 周年と

いう節目の年に、電子ブック化により過去の「ロータリーの友」の閲覧が可能となる

事でロータリーへの理解をより一層深める事が出来ました。

　特に、電子ブック化による過去の「ロータリーの友」の閲覧可能化は、新会員の割

合が増加しつつある当クラブの会員の皆様には大変有益であると思われます。

　但し、電子ブック版の閲覧にはＩＤ・パスワードが必要で、ＩＤは固定ですが、パ

スワードは半期毎に変更されるので、会員の皆様へのタイムリーな情報提供・周知が

必要とされます。
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９−２　会　計９−６-５　公共イメージ向上委員会

委 員 長　　　小笠原敏彦

副委員長　　　山 口 　 進

委　　員　　　(横山純夫 )　　村井總一郎　　岡 村 正 造

【活動報告】
・2023 年４月６日の担当例会（第 35 回）では、豊橋市企画部広報広聴課長兼広報戦略

室長

　藤江大光氏を招いて、「豊橋市の方法活動について」と題しお話をいただいた。豊橋

ロータリークラブの認知度向上やイメージアップについても参考となる内容であっ

た。

・当年度の計画の一つであるＳＮＳを活用した発信について、フェイスブックを再開し

公共イメージ向上に資する話題を適宜アップするよう努めた。

・地域の新聞記者等の例会への招待状況は下記の通りです。

　　第１回例会　　７月 ７日　新年度役員挨拶

　　第３回例会　　７月 21 日　ローターアクトアワー

　　第 14 回例会　10 月 20 日　ガバナー公式訪問

　　第 20 回例会　12 月 ８日　タイ国ラックペンディング村訪問報告会

　　第 28 回例会　 ２月 ９日　知と汗と涙の近大流コミュニケーション戦略

【委員長所感】
・この一年間、会長、幹事、プログラム委員長、クラブ会報委員長ほか、多くの皆様に

ご指導いただきながら何とか活動して参りました。本当に有難うございました。

・こうした委員長を拝命したことで、自分自身がロータリアンであることを少しずつ自

覚出来るようになり、奉仕活動やＷＦＦにも参加させて頂きました。これからも、皆

様の友情に縋りながらも頑張りたいと思います。

・歳をとってもＩＴリテラシーは必要だと考えさせられました。スマホを駆使してＳＮ

Ｓでスラスラ発信できるよう、まだまだ勉強しなければと感じた有意義な一年でした。
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９−６-６　ニコニコ委員会

委 員 長　　　村 雲 　 晃

副委員長　　　井 上 泰 宏

委　　員　　　(石川和昌 )　　黒 谷 尚 弘　　渡 部 茂 久　　冨 田 佳 央

　　　　　　　高 橋 豊 彦　　青 木 良 浩　　荒 島 一 実　　松 井 大 輔

【活動報告】
１．例会会場に１番に入ることを心がけ、ニコニコ BOX にご協力頂ける方にストレス

なく募金を頂けるように心がけました。

２．例会終了後、ワードにて当日速やかに合同印刷様に原稿を送付することを心がけ

ました。

３．会員皆様からお預かりしました大切なニコニコ募金をしっかり管理し、牧野さん

にお渡ししました。

４．結婚記念例会では６組のご夫婦のお祝いをさせて頂きました。１部では、各ご夫

婦の結婚当時の出来事をパワーポイントを用い、外部女性司会者に依頼、発表し

ていただきました。２部では、チェロとピアノのリサイタルを行い、穏やかな時

間を演出させていただきました。また結婚式当日の地元新聞、夫婦箸を記念品と

してお渡ししました。例会終了後チャペルにて、例会該当者である清水良彦会員

始め、疋田クラブ会報委員長のお力をお借りし、ご夫婦にて記念撮影をさせて頂

きました。

５．担当例会が半期で終わりましたので、後半も、気の緩みが無いようにしっかり丁

寧に応対する事を心がけました。

【委員長所感】
　まず最初に委員会のメンバーの皆様に感謝申し上げます。ニコニコ委員会は、1 年フ

ルにメンバーの皆様の力をお借りしないとできない委員会だと思いました。皆さんに

極力ご負担無いように運営する努力はしましたが、私の力不足で毎例会助けて頂き感

謝感謝の１年でした。

　多くの会員の皆様にもご協力頂き、とても長く感じましたが、充実した一年を過ご

させていただきました。ありがとうございました。
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９−２　会　計９−６-７　クラブ運営委員会

委 員 長　　　岩 瀬 　 清

副委員長　　　浅 倉 伸 治　　井 口 貴 嗣　　笠 原 元 樹

委　　員　　　清 水 良 彦　　松 井 大 輔　　(松尾隆志)　　池 田 勝 年

　　　　　　　(小國昌彦)　　平 林 邦 幸　　浦 野 文 博　　中 村 勝 彦

　　　　　　　宮 本 順 子　　前 田 英 範　　豊 田 正 博　　日野恵里加

　　　　　　　桃 井 直 人

【活動報告】
　クラブテーマ「幸せと笑顔の追求。～誰かのために、みんなのために、自分のために～」

を念頭に例会運営をつとめました。年度当初はコロナ禍のため Zoom を併用したハイブ

リッドスタイル例会運営となりました。テーブルには飛沫防止パネルがあり例会場で

の会員同士のコミュニケーションが取りづらい状況からテーブルマスターの配置も当

初は控えめにしていましたが、10 月以降の例会では飛沫防止パネルが外れリモート開

催をやめてから本来の例会場の雰囲気が少しずつ戻ってきました。ただし、コロナ禍

運営が長かったせいかテーブルマスター（入会５年未満の会員）も遠慮気味で、なか

なかテーブルの良い雰囲気づくりをすることに苦労しました。カーボン・ニュートラ

ルの観点から、できるだけ食事数の余りを少なくするよう毎回検討していましたが、

出席数と食事数が同じは年間３回しかなく、無駄な食事を準備してしまいました。

【委員長所感】
１．Ｓ．Ａ．Ａ．との連携により、参加される会員の皆様、ゲスト、ビジターで訪れ

る皆さまに対して、気持ちよく過ごしていただける例会場の雰囲気づくり、運営

に努めます。

２．例会場の各テーブルに在籍５年未満の会員を中心としたテーブルマスターを配置

します。

３．例会の進行、歌詞はプロジェクターを使用しますが、各人の手元で確認できるよ

うにテーブルに歌詞とプログラムを配置します。

４．カーボン・ニュートラルの観点から、出席委員会と連携し、食事の数量をできう

る限り余らないよう努めます。

　以上の４項目をクラブ計画書に掲載し遂行しました。委員会と会員皆様の協力によ

り例会が滞りなく運営できたことに感謝申し上げます。
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９-７　プログラム委員会

委 員 長　　　伊 藤 晴 康

副委員長　　　大塩啓太郎

【活動報告】
　クラブターゲット『幸せと笑顔の追求～誰かのために、みんなのために、自分のた

めに』に基づき、年間プログラムを作成し、担当例会を企画しました。

　８月４日の創立記念例会においては、佐藤脩次会員に、ご自身が高校生であったク

ラブ創立当時、家族としてチャーターメンバーであった御尊父（佐藤利雄氏）を手伝っ

た経験をお話しいただきました。

　イニシエーションスピーチ及び年男放談では、合計 11 名の会員より個性あふれるお

話を頂くことができました。会員の相互理解を深めることができました。また、地区

出向者報告では５名の会員に報告を頂き、地区での仕事に対する会員の理解を深める

ことができました。このほか、ロータリー月間のテーマに則った卓話例会や会員の知

見を深めることを目指した卓話例会を設けました。

　担当例会は上記のほか、以下のものも含めて合計 15 回行いました。（以下敬称略）

　・卓話例会

　　 8 月　4 日	 私が見た豊橋 RC 創立」 豊橋ロータリークラブ　佐藤脩次

　　10 月 13 日	「モノを通して戦争を語る」　伊藤厚史

　　12 月　1 日	「老化は止められるか？－衰える筋肉とその対策－」　後藤勝正

　　12 月 15 日	「2023 年のマーケット展望」　倉持靖彦

　　 2 月　9 日	「知と汗と涙の近大流コミュニケーション戦略」　世耕石弘

　　 4 月 13 日	「幸せな人生を歩む 8つの階段」　中島美奈子

　　 4 月 27 日	「豊橋技術科学大学ロボコンについて」　佐野滋則

　　 6 月　8 日	「地域に劇場がある意味とその役割」　矢作勝義

　　 6 月 15 日	「歯科医療から社会問題を考える」　疋田　淳

　・イニシエーションスピーチ（３回）

　　10 月　6 日	 平林邦幸　笠原元樹　宮本順子

　　 3 月 30 日	 浦野文博　近藤　崇

　　 6 月　1 日	 豊田正博　前田英範
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　・年男放談（２回）

　　 1 月 12 日	 村井總一郎　鈴木良昌

　　 2 月　2 日	 高橋豊彦　青木良浩

　・地区出向者報告（１回）

　　 3 月 23 日	 佐々木利政　浅倉伸治　岩瀬　清　井口貴嗣　久保田充三

【委員長所感】
　プログラム委員長の経験を通して、事前のタイムテーブルの作りこみをしっかりと

準備を行うことで円滑な例会運営が行えるということを学びました。多くの卓話講師

を依頼しなければならず、最初は不安でしたが、講師の紹介をしてくださる会員もお

られありがたく思います。また、お話しをいただいた会員の皆様には、快くお引き受

けいただき、感謝に堪えません。担当した例会や年間プログラムの作成を通して、「幸

せと笑顔の追求」に少しでも役立てたのであれば幸いです。
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９−８　職業奉仕委員会

委 員 長　　　広 中 　 一

副委員長　　　長 濱 貴 彦

委　　員　　　紅 林 友 昭　　神 野 吾 郎

【活動報告】
１．例会では石黒功会員に「農業を希望に溢れた産業へ」と創業 111 年、国内外へ事

業を展開されているイノチオホールデイングスの創業からＭ＆Ａも含めた事業承

継を踏まえて卓話をしていただきました。特に石黒御夫妻と御長男御夫妻、御次

男御夫妻で話し合いをされ家訓を決められたことは大変勉強になりました。

２．職場見学会は昨年度まではコロナで ZOOM 実施であったが、今回はイノチオファー

ム豊橋を多数の会員〔39 名〕が見学することができました。この施設は次世代施

設園芸加速化支援事業の愛知県の拠点として最先端の農業の未来を見せていただ

きありがとうございました。

３．フォーラムでは農業で大葉作りと新規販路開拓された井川和英会員、イタリア料

理のお店を経営されている岡田直樹会員、自動車学校等を経営されている大塩啓

太郎会員、子供達の力を総合的に伸ばしているアカデミーを運営されている中田

昌宏会員、技術のスペシャリストを率いて経営されている松岡真由美会員とアド

バイザーに幅広い見識のある牧野渉会員にお願いました。事業承継を踏まえてお

話しいただき、賑やかなフォーラムとなりました。

【委員長所感】
　今回は卓話とフォーラムの企画は私が行いました。しかし、私自身が体調不良になり、

卓話日含め職場見学会並びにフォーラムを全面的に長濱副委員長に代わっていただき、

誠にありがとうございました。

　また、紅林会員と神野会員には貴重なアドバイスをいただき、卓話とフォーラムに

生かすことができました、ありがとうございました。豊橋ＲＣ皆様の温かい雰囲気で

乗り越えることができました。

　本当にありがとうございました。
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９−９　社会奉仕委員会

委 員 長　　　中 田 昌 宏

副委員長　　　杉 田 　 洋

委　　員　　　長 屋 孝 美　　権 田 隆 実　　山 本 光 伸　　山 口 尚 志

【活動報告】
■　7月 21 日　RCC についての説明と TEC 活動支援授与式

■　7月 28 日　豊橋善意銀行「市民チャリティーバザー」一品寄付協力依頼

■　9月　8 日　担当例会　「社会奉仕と幸福学（ウェルビーイング）」　

■　9月　8 日　青森県大雨災害（2830 地区　青森）義援金の募金

■　9月 15 日　担当フォーラム　「社会奉仕の探究」

■ 10 月 27 日　ロータリー希望の風奨学金への支援協力の募金

■ 11 月 12 日　社会奉仕活動「朝倉川育水フォーラム　植樹メンテナンス大会参加」

■ 11 月 23 日　11 月 12 日の社会奉仕活動報告

■ 11 月 24 日　担当例会　RCC について TEC の報告会

■ 12 月 22 日　豊橋善意銀行鍋募金

■　3月 20 日　トルコ・シリア地震　義援金の募金

■　4月 15 日　社会奉仕活動「朝倉川育水フォーラム　５３０大会参加」

■　4月 20 日　4月 15 日の社会奉仕活動報告

【委員長所感】
　本年度は、豊橋ロータリークラブの地域の奉仕活動の一環として、朝倉川育水フォー

ラムの活動に参加致しました。11 月 12 日「植樹メンテナンス大会」と４月 15 日「朝

倉川５３０大会」の２つの活動に豊橋ロータリークラブが参加し、ロータリー会員以

外の市民の方々と共に汗を流す活動の機会となりました。

　担当例会では、「社会奉仕と幸福学（ウェルビーイング）」というテーマでウェルビー

イングの専門家に卓話をして頂きました。フォーラムでは、企業や個人の活動を幸福

学（ウェルビーイング）の側面から発表して頂きました。今年度のテーマ「幸せと笑

顔の追求」を考える機会になったと思います。



９−２　会　計

−50−

９− 10　国際奉仕委員会

委 員 長　　　伊 藤 健 一

副委員長　　　磯 村 武 司

委　　員　　　福 井 恒 雄　　佐 藤 脩 次　　森 田 通 夫　　小 林 大 悟

【活動報告】
　今年度で 24 年目になるタイ国チェンライ県ラックペンディング村周辺における山岳

民族定住化支援活動を、３年ぶりに 11 月 24 日～ 28 日の５日間、池田会長をはじめ９

名で行ってきました。ラックペンディング村周辺の小学校、農村を訪問して、国際ロー

タリー第 2760 地区のロータリー財団地区補助金を活用して熱風オーブン、真空包装機

を各学校に設置、指導をしてまいりました。また、豊橋ＲＣの皆様からいただいたタ

イ教育支援金、山岳民族定住化支援金をプラティープ博士のプラティープ財団に寄付

をしてまいりました。

　また、タイ国訪問報告会では、河合勝男会員に村の過去と現在をお話していただき、

髙山景一地区財団委員長にはグローバル補助金事業の滅菌装置について現地病院での

経過報告としてお話をしていただきました。

　国際奉仕の例会では外国人研修生を多く入れている株式会社パシオス社長上村光太

郎様に、国際奉仕、世界平和につながるお話をしていただきました。フォーラムでは

国際奉仕は農業からと題して仕事、趣味、興味からくる「食」へのこだわりを３人の

スピーカーさんにお聞きしました。

　５月 17 日～ 19 日姉妹提携クラブタイ国ベンシャシリロータリークラブの皆さん、

パットーン会長以下９名が来豊して下さいました。森田通夫会員ご指導の下、カドさ

ん歓迎会、豊川稲荷ご案内、フォーラム例会にご参加いただきました。

　５月 25 日～ 30 日、久しぶりの南半球のオーストラリアメルボルン国際大会に池田

会長以下４名で行ってきました。27 日は、篭橋ガバナーのもと 2760 地区ガバナーナイ

トをカーゴホールにて、28 日にはＲＩジェファニー・ジョーンズ会長出席の中、ロッド・

レーバーアリーナで開会式、全体会議に最初から最後まで楽しく参加してきました。

【委員長所感】
　とにかく、まだコロナ禍の中、無理せず出来る範囲、出来るだけと思い委員長務め

ました。

　皆さんのご支援ご協力があって大変内容の濃い国際奉仕委員会だったと思います。

　国際奉仕委員長は、海外へ、そして言葉の壁、補助金事業等難しい部分ありますが

とても身になる委員会だと思います。

　今後も変化をもとめ常に進化する事を続けていきたいです。何より委員会の皆様の

ご協力のおかげで１年間出来ましたことここに御礼申し上げます。ありがとうござい

ました。
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９− 11　青少年奉仕委員会

委 員 長　　　柳 原 　 茂

副委員長　　　金 子 幸 義　　小笠原貴洋

委　　員　　　杉 江 秀 介　　松 井 章 悟　　高 橋 譲 二

【活動報告】
　これまで継続してきた活動を新型コロナウイルスの影響により途切れさせることが

ないようにすることが大切であると考えて活動しました。

　５月 13 日には、新型コロナウイルスの影響により人数確保が難しいことから本年３

月に活動休止となりました「表浜ブルーウォーク」の活動について、ブルーウォーク

共同代表の磯谷直人氏に卓話いただきました。そして、その活動を引き継ぐ形で豊橋

ローターアクトクラブが構想していました表浜海岸清掃を、５月18日に豊橋ロータリー

クラブと豊橋ローターアクトクラブの共催で実施することが出来ました。

　また、新型コロナウイルスの影響を受ける前の活動を豊橋ロータリークラブとして

情報共有するために、５月 20 日のクラブフォーラムでは、クラブの青少年奉仕活動

として継続しているインターアクト、ローターアクト、青少年交換について、コロナ

禍以前の活動に携わった会員に語っていただきました。フォーラムには、豊橋商業高

校インターアクトクラブ、豊橋ローターアクトクラブの在籍会員にもご参加いただき、

コロナ禍前の体験談を語っていただきました。

【委員長所感】
　新型コロナウイルスによる未曽有の事態は収束に向かっています。新型コロナウイ

ルスの影響を受ける前の活動に、コロナ禍で得た経験をプラスした新しい形で、今後

のロータリー活動が再開、展開され、地域に、世界に「幸せと笑顔のバトン」を届け

ることができることを願っています。

　ありがとうございました。
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９− 11- １　インターアクト委員会

委 員 長　　　金 子 幸 義

副委員長　　　江 崎 雅 彰

委　　員　　　松 井 孝 悦

【活動報告】
１．2022年７月１日（金）

豊橋商業高校の校長先生、教頭先生、顧問の先生と、ロータリアンとの懇談会を

「みなと」にて開催しました。

２．７月16日（月）

第2760地区インターアクトクラブ年次大会に参加しました。

３．７月22日（金）

インターアクトクラブ新入生の歓迎会を兼ねて、テーブルマナー講習会をホテル

アークリッシュ豊橋にて開催しました。

４．８月２日（月）

桜丘学園孫便りインターアクトクラブ、豊川高校インターアクトクラブとの三校

合同行事が主催校である桜丘高校にて開催され、「防災」と「自分の命」をテー

マに受講とディスカッションが行われました。

５．8月25日（木）

インターアクトアワー例会にて、インターアクターにそれぞれの年間の活動内容

についての報告をしてもらいました。

６．2023年２月16日（木）

インターアクトクラブ卒業生を送る会（例会）にて、インターアクターの卒業を

ともにお祝いしました。卒業生一人ひとりから、インターアクト部での活動の思

い出や感想、今後の進路について発表してもらいました。 また校長先生も定年を

迎えられご退職されますので花束の贈呈を行いました。

【委員長所感】
　豊橋ロータリークラブに入会し初めての委員長をインターアクト委員会で経験させ

て頂きました。何も分らず戸惑いつつも、諸先輩方にアドバイスを頂きながらなんと

か務めさせて頂きました。

　コロナによる制限が少しずつ緩和されつつも、やはり限定された活動のなかにあっ

て、豊橋商業高校のインターアクターの皆さんの取組には感銘を受けました。そして

支援を行う豊橋ロータリークラブの青少年育成への向き合い方を知ることができまし

た。とても学びの多い有意義な経験をさせて頂きました。ありがとうございました。
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９−２　会　計９− 11- ２　ローターアクト委員会

委 員 長　　　小笠原貴洋

副委員長　　　西 島 　 豊

委　　員　　　青 木 公 貞　　柴 田 宏 巳　　川 村 荒 治

【活動報告】
今年度の活動計画としては下記の４点を掲げておりました。

①　ＲＡＣの会員増強に協力します。

今年度１名新規会員にご入会いただきましたが、転勤等に伴い２名退会しており

ます。会員の勧誘については例会に参加後に活動を理解していただいた上で加入

する形式をとっておりましたが、コロナ禍ということもあり、積極的な活動はで

きず、目標には達しませんでした。

②　ＲＡＣ会員とロータリアンの交流を図ります。

コロナ禍ではありましたが、花見例会や表浜海岸清掃などのイベントや合同例会

を開催し、ある程度の交流と親睦は図れたかと思いますが、至らぬ部分もありま

した。

③　ＲＡＣの例会・活動に積極的に参加します。

会長や幹事を始め、ロータリアンの方々にもご協力いただき例会に参加すること

ができました。バレンタイン例会では僭越ながらも講師を担当させていただき、

楽しい時間を過ごすことができました。

ＲＡＣ会員とロータリアンが協力して、何かを作る機会を今後も増やすことがで

きたらと思います。

④　ＲＡＣの活動が円滑に行えるように支援と助言を行います。

ＲＡＣの例会に多くのロータリアンの方々にご出席いただき、支援と助言ができ

たと考えています。

【委員長所感】
　入会２年目でローターアクト委員会の委員長を拝命し、自身の浅学故に至らぬ部分

もありましたが、前年度委員長を始めとする諸先輩方のご助言等もあり、任期を終え

ることができました。

　若い世代の方々と協力して活動する貴重な機会をいただいたとても実りの多い１年

でした。

　今後も機会を見て積極的にＲＡＣの活動に参加したいと思います。



９−２　会　計
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９− 12　ロータリー財団委員会

委 員 長　　　松 坂 良 太

副委員長　　　髙 山 景 一

委　　員　　　吉 見 本 弘　　　石 黒 　 功　　(伊藤喜代志）

【活動報告】
１．11 月のロータリー財団月間に、当クラブ会員の下記３名の会員から「財団補助金

の活用について」と題し、当クラブにおける活用事例を話していただきました。

　　　なかなかハードルの高いグローバル補助金と財団補助金の両方を活用できた実

績を会員の皆様に伝えることができ、ロータリー財団に対して理解を深めていた

だきました。　

　　　　　久保田充三 会員　地区補助金委員会 委員

　　　　　小林大悟 会員　　2021 ～ 22 クラブ国際奉仕 委員長

　　　　　磯村武司 会員　　2022 ～ 23 クラブ国際奉仕 副委員長

２．会員の皆様のご協力をいただき、財団への寄附目標額を達成することができました。

年次寄付金総計　 17,640 ドル（ポリオプラス基金、ベネファクターを含まず）

〈内訳〉

・理事・役員・委員長	 25 名	 3,750 ドル 

・新会員	 3 名	 450 ドル

・クラブ寄付	 10,440 ドル

・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー	 1 名	 1,000 ドル

　　　井川和英

・ポール・ハリス・フェロー	 2 名	 2,000 ドル

　　　伊藤健一　野寄誠三

・ベネファクター	 1 名	 1,000 ドル

　　　冨田佳央

・ポリオプラス基金	 4,274.83 ドル

【委員長所感】
　本年度も早い段階で寄附の目標を達成することができました。会員の皆様のご理解

とご協力のおかげと感謝しております。

　ポール・ハリス・フェロー、ベネファクターにご協力をいただいた４名の会員様には、

円安の時期で大きな御負担をかけてしまう事になりました。
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９−２　会　計９− 13　米山奨学委員会

委 員 長　　　西 田 元 彦

副委員長　　　宮 田 正 人

委　　員　　　花 田 邦 司　　竹 内 清 人　　(松本孝一 )

【活動報告】
１．10 月 27 日に、「米山奨学生紹介」というタイトルで例会を担当しました。

　豊橋ＲＣは 1984 年から奨学生の受け入れを開始しました。これまで多くの留学生を

支援してきましたが、奨学生制度の理解と、本年度奨学生と会員の皆様との交流がよ

り深まることを願って、

　本年度のカウンセラーの川村荒治会員と、米山奨学生であるブレンテグシ・エンフ

バヤスガランさんのスピーチをお願いしました。

　ブレンテグシ・エンフバヤスガランさんは、自分の生い立ちから母国モンゴルの紹介、

日本留学に至った経緯、現在のコロナ下での大学生活、研究内容、将来に向けての夢

などについて熱く、明るく語っていただきました。

　併せて、本年度カウンセラーの川村荒治会員より、カウンセラーの仕事やエピソー

ドについて話していただきました。

２．４名の方に特別寄付金をいただきました。

【委員長所感】
　米山奨学金制度は、日本に留学している外国人留学生に奨励金を支給する日本最大

の民間奨学事業です。本年度奨学生ブレンテグシ・エンフバヤスガランさんを通して“米

山奨学生”のことをよく知っていただく機会となったと同時に、この事業の重要性を

認識することができたと思います。

　本年度クラブテーマ「幸せと笑顔の追求。～誰かのために、みんなのために、自分

のために～」を、米山記念奨学事業を通して私たちロータリアンがより深く理解し、

考えるきっかけとなったと考えます。
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10　松本南ＲＣ・豊橋ＲＣ交歓の歴史

開    催
年 月 日

豊 橋 Ｒ Ｃ 松 本 南 Ｒ Ｃ
懇  親  会 親睦ゴルフ会 そ の 他

会　　長 担 当 者 会　　長 担当委員長

87年
5月26、27日

青 木 德 生 高 沢  隆 赤 羽 正 久 坂 井 知 彦 東 急 イ ン 穂 高 カ ン ト リ ー 安曇野を観光

88年
2月25、26日

石 川 孝 司 高 沢  隆 平 林 重 吾 花 岡 和 雄 ら く 楽 東 海 カ ン ト リ ー
豊橋クラブのフォーラムに出席

一部の人は観光

89年
5月15、16日

福 井 恒 雄 高 沢  隆 古 池  汎 赤 羽 正 久 あづみ野クラブハウス あづみ野カントリー
松本南クラブの例会に出席

一部の人は観光

89年
11月9、10日

内 山  卯 高 沢  隆 小野猛之進 平 林 重 吾 伊良湖ガーデンホテル
伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

豊橋クラブの例会に出席

一部の人は観光

90年
10月27、28日

森  澄 石 川 孝 司 前 田 恒 雄 古 池  汎 穂高ビューホテル あづみ野カントリー 　

91年
11月19、20日

伊藤松太郎 石 川 孝 司 矢ヶ崎啓一郎 小野猛之進 平 野 屋 東 海 カ ン ト リ ー 　

92年
9月27、28日

石原吉三郎 石 川 孝 司 百 瀬 了 介 前 田 恒 雄 東 急 イ ン あづみ野豊科カントリー
2600地区大会に出席、

花岡和雄ガバナーになる

94年
3月3、4日

神 野 紀 郎 石 川 孝 司 高 見 二 郎 矢ヶ崎啓一郎 豊橋グランドホテル
キ ャ ッ ス ル ヒ ル
カ ン ト リ ー

　

95年
9月12、13日

三浦多久二 福 井 恒 雄 小 林  宏 百 瀬 了 介 東 急 イ ン 穂 高 カ ン ト リ ー 　

96年
3月23、24日

佐 野  清 福 井 恒 雄 中 島 清 好 高 見 二 郎
豊橋グランドホテル
伊良湖ガーデンホテル

伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

松本南ＲＣ歓迎例会

伊良湖にて地曳網とバーベキュー

96年
10月21、22日

松井英治郎 福 井 恒 雄 石 井 勇 二 小 林  宏 旅 館 す ぎ も と 松本浅間カントリー 　

97年
9月6、7日

磯 村 直 英 福 井 恒 雄 中 村 道 紀 中 島 清 好 豊橋グランドホテル
キ ャ ッ ス ル ヒ ル
カ ン ト リ ー

炎の祭典参加

98年
9月20、21日

佐 藤 脩 次 神 野 紀 郎 市 川 博 淳 石 井 勇 二 明 神 館 松 本 カ ン ト リ ー 美ヶ原、安曇野を観光

99年 松 井 章 悟 神 野 紀 郎 中 村 欽 哉 　 お　　　　休　　　　み

00年
8月10日

神 野 義 郎 神 野 紀 郎 金 井 清 志 市 川 博 淳 式典　ライフポート 祝賀会　豊橋グランドホテル

01年
4月7日

　 　 　 　 式典　松本東急イン 懇親会　松本東急イン

01年
11月10、11日

大 島 照 夫 神 野 紀 郎 鈴 木  裕 中 村 欽 哉 伊良湖ガーデンホテル
伊良湖シーサイド
ゴ ル フ ク ラ ブ

伊勢神宮

おかげ横丁を観光

02年
10月12、13日

青 木 公 貞 神 野 紀 郎 的 場 文 造 金 井 清 志 ホ テ ル 翔 峰 松本浅間カントリー 上高地

04年
4月24、25日

長 屋 孝 美 神 野 紀 郎 横 沢 徳 人 花 岡 武 男 豊橋グランドホテル ナ　　シ 浜名湖花博

04年
10月30、31日

中 西 芳 夫 神 野 紀 郎 花 岡 武 男 的 場 文 造 ウ エ ス ト ン 浅 間 穂 高 カ ン ト リ ー 馬籠宿・高瀬川テプコ館

05年
9月17日

上 村 健 介 長 屋 孝 美 圡橋伊久雄 横 沢 徳 人 ロ ー タ リ ー 館 ― 愛・地球博

06年
10月14、15日

黒 谷 尚 弘 中 西 芳 夫 小笠原隆元 花 岡 武 男 ホテルブエナビスタ 松 本 カ ン ト リ ー 別所温泉

07年
11月10、11日

石 川 百 代 上 村 健 介 飯 島 和 彦 圡橋伊久雄
ホ テ ル
シーパレスリゾート

三 河 カ ン ト リ ー 三河湾クルーズ

08年
10月4、5日

花 田 邦 司
高 須 博 久

(幹事)
池 上 博 久

花 岡  徹
(幹事)

松 本 カ ン ト リ ー 松 本 カ ン ト リ ー なし

09年
10月3、4日

竹 内 清 人
柴 田 宏 巳

(幹事)
縣  正 長 圡橋伊久雄

明智ゴルフ倶楽部
ひるかわゴルフ場

明智ゴルフ倶楽部
ひるかわゴルフ場

なし

10年
10月2日

村井總一郎
佐々木利政

(幹事)
竹 内 永 浩 圡橋伊久雄 春日井カントリー 春日井カントリー

豊橋ＲＣ創立60周年

松本南ＲＣ創立50周年
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開    催
年 月 日

豊 橋 Ｒ Ｃ 松 本 南 Ｒ Ｃ
懇  親  会 親睦ゴルフ会 そ の 他

会　　長 担 当 者 会　　長 担当委員長

11年
10月2日

宮 田 正 人
髙 山 景 一

(幹事)
倉 科 晶 夫 縣  正 長

中京ゴルフ倶楽部
石 野 コ ー ス

12年
10月2日

石 黒 　 功
縣 　 政 行

(幹事)
藤 野 優 二 竹 内 永 浩 松本浅間カントリークラブ

13年
9月29日

高 須 博 久
松 坂 良 太

(幹事)
甕 　 奉 邦 長 崎 昭 夫 東建塩河カントリークラブ

14年
9月28日

冨 田 佳 央
池 田 　 至

(幹事)
小岩井　高 藤 野 優 二 豊科カントリークラブ

15年
9月13日

牧 野 　 渉
紅 林 友 昭
（幹事）

茅野芽九六 山 口 尚 徳 浜名湖カントリークラブ 9/12 炎の祭典

16年
9月24、25日

佐々木利政 山 本 光 伸 荒 井 健 治 久根下　斉 穂 高 Ｃ Ｃ

17年
9月9、10日

鈴 木 良 昌 福 井 　 敬 林 　 清 平 新 保 裕 介 藤 岡 Ｃ Ｃ

18年
9月16日

髙 山 景 一 川 村 荒 治 花 岡 　 徹 荒 井 健 治 穂 高 Ｃ Ｃ

19年 縣 　 政 行 石 川 昌 義 原 　 昌 伸 林 　 清 平 中　　　止

20年 権 田 隆 実 近 藤 　 眞 赤 羽 正 康 花 岡 　 徹 中　　　止

21年 松 坂 良 太 佐 藤 裕 彦 山 口 尚 徳 原 　 昌 伸 中　　　止

22年 池 田 　 至 三 浦 裕 司 小 林 磨 史 赤 羽 正 康
ユーグリーン中津川
ゴ ル フ 倶 楽 部
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11　タイ国との事業・活動の歴史

年　度 期　　間 会　長 国際奉仕委員長

1998 − 99 1999.3.8 − 3.13 佐 藤 脩 次 森 田 通 夫

1999 − 00 2000.3.23 − 3.26 松 井 章 悟 石 黒　 功

2000 − 01 2001.2.8 − 2.12 神 野 義 郎 髙 須 博 久

2001 − 02 2002.2.14 − 2.18 大 島 照 夫 権 田 隆 実

2002 − 03 2003.2.6 − 2.10 青 木 公 貞 石 川 百 代

2003 − 04 2003.11.13 − 11.17 長 屋 孝 美 佐々木利政

2004 − 05 2004.11.18 − 11.22 中 西 芳 夫 高 橋 譲 二

2005 − 06 2005.11.18 − 11.22 上 村 健 介 牧 野　 渉

2006 − 07 2006.11.8 − 11.12 黒 谷 尚 弘 伊藤喜代志

2007 − 08 2007.11.15 − 11.19 石 川 百 代 福 井　 敬

2008 − 09 2008.11.13 − 11.17 花 田 邦 司 鈴 木 明 雄

2009 − 10 2009.11.19 − 11.23 竹 内 清 人 水 藤 之 資

2010 − 11

バンコク　ベンジャシリＲＣと姉妹友好クラブ調印

【調印式】 2010.11.12　　　バンコクにて

2010.11.11 − 11.15 村井總一郎 松 井 孝 悦

2011 − 12 2011.11.9 − 11.14 宮 田 正 人 岡 田 直 樹

2012 − 13 2012.11.8 − 11.12 石 黒　 功 兼 子 直 久

2013 − 14 2013.11.7 − 11.11 髙 須 博 久 佐 藤 裕 彦

2014 − 15 2014.11.6 − 11.10 冨 田 佳 央 石 川 昌 義

2015 − 16 2015.11.5 − 11.9 牧 野　 渉 中 村 典 司

2016 − 17 2016.11.10 − 11.14 佐々木利政 大塩啓太郎

2017 − 18 2017.11.9 − 11.13 鈴 木 良 昌 三 浦 裕 司

2018 − 19 2018.11.15 − 19 髙 山 景 一 浅 倉 伸 治

2019 − 20 2019.11.14 − 18 縣　 政 行 井 口 貴 嗣

2020 − 21 新型コロナウイルス流行のため渡航中止 権 田 隆 実 岩 瀬　 清

2021 − 22 新型コロナウイルス流行のため渡航中止 松 坂 良 太 小 林 大 悟

2022 − 23 2022.11.24 − 28 池 田　 至 伊 藤 健 一
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１　国際ロータリー 2013-2014 年度 ＲＩテーマ11　趣味の会報告

１１－１　親睦ゴルフ会

　2022 年７月１日～ 2023 年６月３０日までの活動状況は下記の通りです。

＊グランドシニア・シニアの部は３名以上出席の場合のみ２つの賞が用意してあります。

＊各部門で参加者が２名以下の場合は下部部門を吸収いたします。

○　本年度は一般の部に紅一点宮本順子会員が女性会員として入会されました。

○　９月 25 日 ( 日 )、松本南ＲＣとの交流ゴルフコンペがユーグリーン中津川ゴルフ倶楽部にて松本南Ｒ

Ｃから 11 名、豊橋ＲＣから 23 名の合計 34 名の参加で開催されました。

豊橋ＲＣ兼子直久会員が優勝、松尾隆志会員が準優勝、岩瀬清会員が５位に入賞しました。

尚、同コンペは「ポリオ撲滅チャリティコンペ」として開催しました。

〇　10月25日(火)髙山景一会員が委員長を務める地区ロータリー財団委員会主催のポリオ根絶チャリティ

コンペが南山カントリークラブにて開催され、豊橋ＲＣより８名が参加いたしました。

○　東三河分区親睦ゴルフ大会が 2023 年４月 10 日（月）東海カントリークラブ . に於いて豊橋北ＲＣの 

ホストにより、山内有恒ガバナー補佐のもと盛大に開催されました。豊橋ＲＣからは９名が参加し、シ

ニアの部で佐々木利政会員が第５位、団体戦では７位となりました。

○　会計報告（単位　円）

＜収 入＞ ＜支 出＞

年会費　36 名 715,000 賞品代　６回 748,500

利　息 8 懇親会補助 6,200

前年度繰越金 524,006 松本南 補助 18,000

松本南繰越金 5,400 総会（みなと）補助 34,490

雑費 (記念品） 6,820

合　計 1,244,414 合　計 814,010

本年度決算額 814,010 残　高 430,404

次年度繰越金 430,404

○　受益者負担金　2000 円を当日会費としていただいております。

　　尚、ゴルフ会当日消費いたしますので、計上しておりません。

回 開 催 日 場　所
グランドシニアの部
優勝 (70 歳以上）

シニアの部
優勝　(60 歳以上）

一般の部　優勝

第１回 2022 年９月 25 日 ( 日 )
（松本南ＲＣ交流ゴルフ会と併用）

ユーグリーン
中津川 GC

優勝　権田隆実 優勝　井上泰宏 優勝　松尾隆志

第２回 2022 年 12 月 17 日 ( 土 ) 東海 CC 優勝　権田隆実 優勝　岩瀬　清 優勝　山本勘司

第３回 2023 年３月 11 日 ( 土 ) 東海 CC
優勝　佐々木利政　 準優勝　井上泰宏

（合同開催）
優　勝　長坂正樹
準優勝　西島　豊

第４回 2023 年４月 10 日 ( 月 )
（東三河分区ゴルフ大会と併用）

東海 CC
優勝　佐々木 利政　 準優勝　井上泰宏

（合同開催）
優　勝　村雲　晃
準優勝　山本勘司

第５回 2023 年５月 13 日 ( 土 ) 東海 CC 優勝　宮田正人 優勝　神野吾郎 優勝　野寄誠三

第６回 2023 年６月 17 日 ( 土 ) 東海 CC
優勝　佐々木利政　　準優勝　岩瀬　清

（合同開催）
優　勝　平林邦幸
準優勝　近藤　崇
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１１－２　豊橋ＲＣ囲碁同好会

　鈴木邦夫師匠を中心に渡部茂久・冨田佳央・鈴木良昌の４名で、とんかつを食べながら、

陣取り合戦を楽しんでいました。

１１－３　テニス同好会

　本年、新型コロナなどより思うように練習会など活動が出来ませんでした。

　場所等も決まらず、活動が行えませんでした。

　若い会員を中心に、活動可能な方法を次年度は具体的に実現したいと思います。

１１－４　釣り同好会（豊橋５ロータリークラブ合同「釣り天狗クラブ」）

　釣り同好会は市内５ロータリークラブの釣り好きが集まり活動をしています。

　年会費は無く、例会案内は毎回各クラブの事務局経由でお知らせします。

１．会員の情況

　　会員数 20 名程度（常時募集、初心者でも大歓迎）

２．例会の実施状況

　　例会を６回開催しました。

　　ＬＩＮＥによる釣り情報の交換をしています。

　　第 1回例会　令和４年 ８月 ６日　遠州灘アジ・タチウオ釣り　

　　第 2回例会　令和４年 ９月 10 日　田原ハゼ釣り後てんぷら懇親会（みなと）

　　第 3回例会　令和４年 ９月 18 日　神島タイ釣り　荒天により中止

　　第 4回例会　令和４年 10 月 10 日　浜名湖マイボート釣り　荒天により中止

　　第 5回例会　令和４年 11 月 19 日　菅島ヒラメ・ブリ釣り

　　第 6回例会　令和４年 12 月 11 日　菅島ヒラメ・ブリ釣り

　　第 7回例会　令和５年 ５月 13 日　アジ・イサキ釣り　遠州灘

　　第 8回例会　令和５年 ６月 ４日　イサキ釣り　福田

１１－５　家庭菜園クラブ

例会：令和５年４月２日

内容：春キャベツの収穫

場所：豊橋市小島町

参加：32 名

　秋の例会は、コロナの為開催を見送りましたが、

春、秋年二回の例会を予定しています。
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１１－６　雪だるまの会

　①「幹事会」令和４年 10 月 14 日

　　 開催場所：魚貝三昧 げん屋

　　 内　　容：幹事打ち合わせ

　②「ユナイテッドスノーツアー」令和５年２月 18 ～ 19 日

　　 開催場所：志賀高原（湯田中温泉 泊）

　　 内　　容：スキーツアー

　　 参加人数：豊橋ＲＣ・田原ＲＣ・豊川ＲＣ・豊橋東ＲＣ・ＧＲＣ

　　 　　　　　会員・ご家族　　22 名

　　 備　　考：松本南ＲＣの上條敏昭会員のお誘いがあり、ツアーの帰りがけに参加者 10 名

程と松本南ＲＣから３名が松本市内の蕎麦屋に集まり、懇親を深めました。

　③「雪だるまの会」令和５年３月 11 ～ 12 日

　　 開催場所：ブランシュたかやまスキー場

　　 内　　容：スキーツアー

　　 参加人数　豊橋ＲＣ・豊橋東ＲＣ・ＧＲＣ

　　 　　　　　会員・ご家族・友人　　９名

１１－７　魚おろし教室

　今年は回数は少しでしたが、12 月に鰆をおろし、西京味噌漬にして、おすそ分けで分け

たり、冷凍したり、楽しく魚おろしをしていました。皆さんの腕は上達していますが、落

第にして来年も…。


